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島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
　
二
十
一
頁
〜
四
十
頁
　
平
成
十
三
年
十
二
月

一
　
は
じ
め
に

韓
国
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
の
産
業
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
六
五
年
頃
よ
り
村
落

社
会
か
ら
の
人
口
流
出
が
始
ま
る
。
第
一
次
産
業
が
半
数
を
割
っ
た
の
が
一
九
七
一
年
、

都
市
人
口
が
農
村
人
口
を
超
え
た
の
が
七
六
年
頃
で
、
韓
国
は
七
〇
年
代
後
半
よ
り
着

実
に
産
業
化
社
会
へ
移
行
し
て
い
く
。
九
〇
年
に
は
人
口
の
約
七
五
％
が
都
市
部
に
居

住
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
七
〇
年
代
か
ら
の
都
市
と
農
村
の
人
口
、
あ
る
い
は
産
業
構
造
の
逆
転

現
象
は
、
九
〇
年
代
に
入
り
さ
ら
に
も
う
一
段
深
化
す
る
。
す
な
わ
ち
過
疎
化
現
象
ば

か
り
で
な
く
、
村
落
の
都
市
化
と
も
い
う
べ
き
現
象
が
顕
著
に
な
る
。

韓
国
の
離
村
は
、
初
期
に
は
挙
家
離
村
よ
り
、
特
に
若
年
層
に
よ
る
単
独
離
村
の
傾

向
が
強
か
っ
た
。
ま
た
、
少
子
化
政
策
も
あ
っ
て
、
都
市
と
同
様
、
郡
部
に
お
い
て
も

小
家
族
化
が
進
ん
だ
。
一
九
五
五
年
に
は
、
全
国
の
平
均
世
帯
員
数
は
五．
五
人
で
市
部
、

郡
部
に
そ
れ
ほ
ど
差
は
な
か
っ
た
が
、
徐
々
に
そ
の
差
は
開
き
、
七
五
年
に
は
市
部
が

四．
九
人
に
対
し
、
郡
部
が
五．
四
と
な
る
。
し
か
し
、
両
者
の
格
差
は
八
〇
年
代
後
半

か
ら
再
び
農
村
の
小
家
族
化
に
よ
っ
て
近
づ
き
、
九
〇
年
に
は
ほ
ぼ
同
数
（
三．
八
人
）

と
な
り
、
九
五
年
に
は
遂
に
都
市
（
三．
四
三
）
と
農
村
（
三．
二
）
は
世
帯
員
数
に
お

い
て
も
逆
転
す
る
（
統
計
庁
『
韓
国
の
社
会
指
標
』
参
照
）。
ま
た
、
数
値
的
に
は
都
市

も
農
村
も
核
家
族
と
と
も
に
一
世
代
家
族
が
増
加
し
て
い
る
が
、
都
市
の
場
合
は
、
若

い
独
身
者
や
夫
婦
で
あ
る
の
に
対
し
、
農
村
で
は
高
齢
の
夫
婦
家
族
や
独
居
老
人
世
帯

が
増
加
す
る
。

若
者
の
離
村
、
そ
の
結
果
招
来
さ
れ
た
農
村
の
高
齢
化
は
離
農
現
象
も
促
進
し
て
き

た
。
ま
た
、
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
農
漁
業
従
事
者
で
あ
っ
た
郡
部
に
お
い
て
、
職
業
の

多
様
化
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
交
通
機
関
の
発
達
、
自
家
用
車
の
普
及
、
道
路
の

整
備
な
ど
に
よ
り
都
市
近
郊
農
村
で
は
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
し
、
二
〇
代
、
三
〇
代
の

人
々
が
農
村
に
居
住
し
な
が
ら
近
郊
都
市
へ
通
勤
す
る
と
い
う
形
態
も
現
れ
る
（
文
玉

女
性
か
ら
み
た
親
族

―
韓
国
漁
村
の
人
口
減
少
化
に
お
け
る
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
を
中
心
に
―

鈴
　
木
　
文
　
子

【
キ
ー
ワ
ー
ド
　
韓
国
、
女
性
、
親
族
、
人
口
減
少
、
構
築
的
社
会
関
係
】
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女
性
か
ら
み
た
親
族
　
―
韓
国
漁
村
の
人
口
減
少
化
に
お
け
る
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
を
中
心
に
―
（
鈴
木
）

杓
一
九
九
三
、
任
敦
姫
・Jan

elli

一
九
九
五
）。
す
な
わ
ち
離
農
現
象
が
離
村
者
ば
か
り

で
な
く
村
落
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
同
質
的
に
思
わ
れ
て
い
た
村
落
構
造
に
も
多
様

性
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
ま
た
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
が
一
万
ド
ル
に
達
し
、
九
七
年
の
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
」

と
呼
ば
れ
る
バ
ブ
ル
崩
壊
ま
で
の
経
済
の
好
調
が
、
消
費
文
化
に
拍
車
を
か
け
る
。
家

電
製
品
や
水
洗
式
ト
イ
レ
、
風
呂
場
、
立
式
台
所
を
供
え
た
新
し
い
住
宅
が
、
行
政
の

主
導
も
あ
っ
て
九
〇
年
代
の
後
半
に
は
村
落
社
会
に
も
浸
透
し
て
い
く
。
三
種
の
神
器

の
中
で
も
最
も
普
及
が
遅
か
っ
た
洗
濯
機
は
、
九
〇
年
で
は
六
四．
三
％
の
普
及
率
で
あ

っ
た
が
、
九
〇
年
代
後
半
に
は
ほ
と
ん
ど
一
〇
〇
％
と
と
な
り
、
統
計
年
鑑
か
ら
も
家

電
製
品
の
普
及
率
と
い
っ
た
項
目
は
な
く
な
っ
て
い
く
。
生
業
に
お
け
る
機
械
化
と
と

も
に
家
庭
の
電
化
、
国
民
健
康
保
険
、
年
金
制
度
等
、
社
会
制
度
は
整
え
ら
れ
て
い
く

が
、
生
活
の
中
で
現
金
支
出
も
増
え
て
い
く
。

都
市
化
し
た
村
落
社
会
の
変
化
は
、
家
族
形
態
、
家
族
観
、
村
落
に
お
け
る
社
会
関

係
に
も
当
然
変
化
を
与
え
る
も
の
と
予
測
さ
れ
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
農
村
の

家
族
の
変
容
を
あ
つ
か
っ
た
研
究
が
特
に
韓
国
に
お
い
て
多
出
す
る
（
参
考
文
献
参
照
）。

こ
れ
ら
の
研
究
の
中
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
韓
国
全
体
の
変
容
に
加
え
て
、
い
く
つ
か

の
類
似
し
た
結
論
が
み
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
こ
れ
ま
で
長
男
残
留
型
の
直
系
家
族
が

理
念
型
で
あ
っ
た
の
が
、
長
男
の
流
出
に
よ
っ
て
次
三
男
以
下
と
の
同
居
も
多
く
な
っ

た
こ
と
、
ま
た
、
か
つ
て
「
家
族
」
の
要
件
は
、「
血
縁
」
・
「
住
居
」
・
「
食
事
」
・

「
経
済
」
を
そ
な
え
た
も
の
だ
と
さ
れ
た
が
（
李
光
奎
一
九
九
七:6

）
近
年
の
人
口
移
動

は
、
こ
の
よ
う
な
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
不
可
能
と
な
り
、
農
村
社
会
に
お
い
て
は
、

老
人
の
独
居
世
帯
や
夫
婦
世
帯
が
急
増
し
、
家
族
解
体
が
進
行
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

み
え
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
村
落
に
残
さ
れ
た
老
父
母
と
都
市
の
子
ど
も
た
ち
の
関
係
は
、
送
金
や
物

質
的
な
援
助
を
お
互
い
に
行
う
点
、
誕
生
日
や
祭
祀
に
集
う
点
で
は
（
崔
在
錫
一
九
八

八
・
本
田
洋
一
九
九
四
）、
以
前
の
直
系
家
族
と
変
化
が
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
現
代

で
は
、
異
な
っ
た
場
所
で
同
一
の
機
能
を
保
持
す
る
拡
張
的
核
家
族
（ex

ten
d
ed

nuclear
fam
ily

）
や
拡
張
的
直
系
家
族
（extended

stem
fam
ily)

が
形
成
さ
れ
て

お
り
（
李
光
奎
一
九
九
七:85

）、
家
族
の
解
体
論
は
、
世
帯
（
家
口
）
と
家
族
の
概
念
を

混
同
し
て
い
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
（
朴
富
珍
一
九
九
四
）。「
家
族
」
と
は
文
化
的
構

成
原
理
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
範
疇
で
あ
り
、
現
代
の
農
村
社
会
に
お
け
る
「
家
族
」

を
人
々
の
認
識
の
世
界
を
手
が
か
り
に
探
っ
て
い
る
朴
に
よ
れ
ば
、
都
市
で
核
家
族
を

形
成
し
て
い
る
子
ど
も
や
村
に
残
さ
れ
た
親
は
互
い
を
「
家
族
（
食
口
）」
と
し
て
認
識

し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
経
済
的
関
係
も
依
然
強
い
。
た
だ
し
、
同
一
村
落
内
で
別
居

で
は
あ
る
が
、
父
母
や
長
兄
の
世
帯
（
大
家
ク
ン
チ
プ

）
と
拡
大
家
族
的
関
係
を
も
っ
て
い
た
次

三
男
以
下
の
世
帯
（
小
家

チ
ャ
グ
ン
チ
プ）
が
、
お
互
い
を
「
家
族
」
と
み
る
意
識
は
後
退
し
、
別
居

の
父
子
関
係
を
「
家
族
」
と
認
識
す
る
の
は
、
親
も
子
も
長
男
に
限
定
さ
れ
つ
つ
あ
る

と
い
う
。
ま
た
、
長
男
と
そ
の
妻
と
で
は
別
居
の
親
（
す
な
わ
ち
妻
に
と
っ
て
の
舅
姑
）

に
対
す
る
認
識
は
異
な
っ
て
お
り
、
長
男
は
家
族
と
認
識
す
る
が
、
妻
は
認
識
し
な
い

傾
向
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
家
族
・
親
族
を
ど
の
範
疇
と
す
る
か
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
に
よ
っ
て
異
な
る
親
族
原
理
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
社
会
的
変
化
に
よ
っ

て
も
当
然
変
化
す
る
。
同
時
に
そ
れ
は
、
社
会
文
化
的
脈
絡
に
埋
め
込
ま
れ
た
個
々
の

立
場
に
よ
っ
て
も
異
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
「
家チ
プ

」
は
、
父
母
の
扶
養
と
と
も
に
祖
先
祭
祀
が
長
男
に
よ
っ

て
継
承
さ
れ
、
財
産
も
長
男
が
多
く
を
相
続
す
る
こ
と
が
当
然
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
経
営
体
と
し
て
の
日
本
の
「
家イ
エ

」
と
は
異
な
り
、
祖
先
祭
祀
の
継
承
が
も
っ

と
も
重
要
と
さ
れ
る
韓
国
の
「
家チ
プ

」
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
を
土
地
に
残
し
、
家
業
を

継
承
さ
せ
る
と
い
う
発
想
は
希
薄
で
あ
る
。
農
地
が
相
続
対
象
と
し
て
の
価
値
が
な
く
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女
性
か
ら
み
た
親
族
　
―
韓
国
漁
村
の
人
口
減
少
化
に
お
け
る
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
を
中
心
に
―
（
鈴
木
）

な
る
と
、
投
資
は
教
育
へ
移
行
し
、
長
子
優
待
不
均
等
相
続
の
習
慣
に
従
っ
て
、
次
三

男
よ
り
も
長
男
に
先
に
教
育
費
が
投
入
さ
れ
た
（
李
光
奎
一
九
九
七)

。
長
男
た
ち
の
都

市
へ
の
移
動
は
、
同
居
や
祖
先
祭
祀
を
長
子
に
の
み
任
せ
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
り
、

財
産
相
続
や
管
理
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
長
く
親
の
面
倒
を
み
た
末
子
や
、
近
隣

に
居
住
し
実
質
的
に
親
の
世
話
し
て
い
た
婚
出
し
た
娘
に
財
産
が
任
さ
れ
る
事
も
あ
る

（
任
敦
姫
・R

.L
.Jan
elli

一
九
九
五
）。
も
と
も
と
日
本
に
比
べ
て
韓
国
は
、
実
生
活
に
お

け
る
居
住
と
、
財
産
、
祭
祀
継
承
の
単
位
に
ず
れ
が
あ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
嶋

一
九
八
〇
、
末
成
一
九
八
四
、
本
田
一
九
九
八
）、
そ
の
潜
在
的
要
素
が
近
年
実
生
活
に
近

づ
い
て
き
た
と
い
え
る
（
注
１
）。

次
に
最
近
の
研
究
で
多
い
論
調
は
、
家
族
の
解
体
な
ら
ぬ
、
村
落
に
お
け
る
親
族
関

係
の
弱
化
で
あ
る
。
親
族
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
研
究
は
極
め
て
少
な
く
、
ま

た
そ
の
研
究
は
祖
先
祭
祀
を
中
心
に
し
た
チ
バ
ン
間
の
研
究
に
集
中
し
て
い
る
が
、
儀

礼
や
相
談
ご
と
、
生
産
活
動
な
ど
日
常
生
活
に
焦
点
を
あ
て
て
調
査
し
た
も
の
に
崔
在

錫
（
一
九
七
九
・
一
九
八
八
）
の
研
究
が
あ
る
。
後
に
詳
述
す
る
が
、
崔
は
近
年
血
縁

的
紐
帯
は
弱
化
し
、
農
村
の
社
会
関
係
は
、
地
縁
に
よ
っ
て
代
置
さ
れ
て
い
る
と
述
べ

て
い
る
。
こ
れ
は
三
つ
目
に
共
通
す
る
論
調
、
農
村
社
会
に
お
い
て
女
性
の
労
働
時
間

が
増
大
し
、
ま
た
そ
の
女
性
が
労
働
人
口
不
足
の
村
落
社
会
に
お
い
て
、
労
働
力
供
給

の
要
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
（
文
玉
杓
一
九
九
三
・
趙
玉
羅
一
九
九
二
・
金
周
淑

一
九
九
四
）
と
脈
絡
を
同
じ
く
す
る
所
も
あ
る
。
筆
者
も
漁
村
の
生
産
活
動
の
中
で
女

性
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
（
鈴
木
一
九
九
八
）。
た
だ
し
、
筆
者
は
崔
と
異

な
り
、
む
し
ろ
女
性
を
中
心
と
し
た
親
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
労
働
力
供
給
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

本
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
知
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
主
に
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
研
究
の
な
い
女
性
と
親
族
の
関
係
に
つ
い
て
、
社
会
経
済
的
側
面
を
中
心
に
事
例
漁

村
を
考
察
す
る
。
特
に
、
人
口
減
少
の
な
か
で
、
生
存
戦
略
的
に
新
た
に
構
築
さ
れ
て

い
く
親
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
女
性
に
よ
っ
て
い
か
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
に
関
心
を

お
き
な
が
ら
分
析
し
て
い
く
。

本
稿
に
於
い
て
用
い
る
資
料
は
、
一
九
八
九
年
〜
一
九
九
〇
年
ま
で
の
約
一
三
ヶ
月

に
お
け
る
現
地
で
の
住
み
込
み
調
査
と
そ
の
後
九
八
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
補
足
調
査
の

資
料
を
も
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
初
の
調
査
に
於
い
て
は
特
に
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
関
心
を
い
だ
い
て
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
キ
ー
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン

ト
た
ち
の
生
産
の
場
や
遊
び
や
儀
礼
の
場
に
遭
遇
す
る
中
で
、
非
常
に
よ
く
似
た
人
間

関
係
の
反
復
に
気
づ
き
そ
れ
ら
を
、
他
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
ど
う
か
を
聞
き
書
き

調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
数
年
後
の
村
落
で
の
人
間
関
係
の
変
化
も
ひ
と
つ
の

デ
ー
タ
ー
に
し
て
い
る
。
特
別
な
記
述
が
な
い
か
ぎ
り
、
数
値
は
九
〇
年
現
在
の
も
の

で
あ
る
。
後
日
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
改
め
た
い
。

二
　
調
査
地
の
概
要

（
一
）
人
口
動
態

ま
ず
、
本
論
に
は
い
る
前
に
、
本
稿
で
扱

う
事
例
村
落
の
概
要
を
述
べ
て
お
く
。
Ｃ
島

は
、
忠
清
南
道
Ｐ
郡
（
現
在
の
Ｐ
市
）
に
属

す
、
西
海
（
黄
海
）
の
離
島
漁
村
で
あ
る
。

面
積
一
二
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
島
は
、
一
自
然

村
か
ら
な
る
。
二
〇
世
帯
の
純
農
家
を
除
い

て
は
、
多
く
の
世
帯
が
漁
船
に
よ
る
イ
リ
コ

類
や
、
エ
ビ
漁
、
板
目
鰈
な
ど
の
雑
魚
の
漁
、

海
苔
の
養
殖
を
主
た
る
生
業
と
し
、
あ
る
い

表１　世帯と人口の推移�
世　帯�

世帯数�指数�総数� 男� 女� 指数�年�
61�
63�
69�
77�
81�
80�
83�
85

100�
103�
113�
126�
132�
131�
136�
139

432�
414�
447�
393�
352�
347�
287�
281

―�
206�
225�
192�
185�
178�
156�
144

―�
208�
222�
201�
170�
169�
131�
137

100�
95.8�
103�
91�
81.5�
80.3�
66.4�
65

1966�
1971�
1976�
1981�
1986�
1990�
1994�
1997

人　口�

Ｐ都市　統計年報より作成（指数は66年を100とする）�
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女
性
か
ら
み
た
親
族
　
―
韓
国
漁
村
の
人
口
減
少
化
に
お
け
る
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
を
中
心
に
―
（
鈴
木
）

は
そ
の
被
雇
用
者
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
。
ま
た
、
女
性
は
農
家
も
漁
家
も
関
係

な
く
、
作
業
が
な
い
と
き
に
は
塩
辛
の
も
と
と
な
る
貝
の
採
取
を
し
て
、
重
要
な
現
金

収
入
を
得
て
い
た
。

Ｃ
島
の
世
帯
及
び
人
口
の
変
化
は
、
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
人
口
は
、
七
〇
年
代
後

半
か
ら
八
〇
年
代
前
半
ま
で
に
一
三
％
減
少
し
、
九
〇
年
か
ら
九
四
年
の
間
に
さ
ら
に

一
四
％
ほ
ど
減
っ
て
い
る
。
七
〇
年
代
後
半
か
ら
、
八
〇
年
代
は
じ
め
の
変
化
は
、
男

子
の
高
校
進
学
や
女
子
の
中
学
進
学
率
が
上
昇
す
る
こ
と
で
、
若
者
の
流
出
が
顕
著
に

な
っ
て
き
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
九
〇
年
現
在
、
島
に
居
住
し
て
い
る
世
帯

の
な
か
か
ら
、
転
出
し
て
い
る
各
々
の
家
族
成
員
（
但
し
島
に
は
小
学
校
し
か
な
い
た

め
、
他
地
で
在
学
中
の
学
生
は
除
く
）
を
計
算
す
る
と
一
〇
三
名
で
、
ほ
と
ん
ど
が
一

〇
代
後
半
か
ら
二
〇
代
で
あ
り
、
Ｃ
島
に
お

い
て
も
、
単
身
離
村
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
九
〇
年
代
後
半
は
、
男
女
と
も
高
校
、

専
門
学
校
、
大
学
へ
進
学
す
る
の
も
一
般
的

に
な
り
、
若
年
層
の
流
出
が
加
速
化
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
の
全
国
の
一

五
歳
〜
二
九
歳
の
青
年
が
農
林
漁
業
従
事
者

に
占
め
る
割
合
は
、
六．
九
％
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
Ｃ
島
で
は
一
七．
三
％
で
あ
る
。
ま
た
、

世
帯
や
人
口
に
関
し
て
も
、
近
年
報
告
さ
れ

て
い
る
他
地
域
の
動
態
と
比
較
し
て
、
Ｃ
島

お
よ
び
そ
の
近
隣
の
島
嶼
漁
村
の
傾
向
は
、

特
殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
Ｃ
島

の
漁
業
の
特
殊
性
が
、
例
外
的
な
傾
向
を
も

た
ら
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
（
注
２
）。

年
齢
階
級
別
の
人
口
構
成
は
、
図
１
の
と
お
り
だ
が
、
こ
の
う
ち
一
三
歳
か
ら
二
九

歳
ま
で
の
九
九
人
の
う
ち
、
七
三
人
が
学
生
で
、
実
際
は
島
外
に
暮
ら
し
て
い
た
。
そ

れ
以
外
は
、
学
校
を
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
た
り
、
資
金
づ
く
り
の
た
め
に
一
時
的
に
漁

業
に
従
事
し
て
い
た
者
で
あ
る
。
ま
た
、
女
性
は
、
陸
地
の
中
学
を
終
え
る
と
戻
る
こ

と
も
な
く
、
就
職
し
結
婚
し
て
い
る
。
二
〇
代
は
二
人
を
除
い
て
既
婚
者
で
あ
る
。
六

五
歳
以
上
人
口
は
、
七．
六
％
と
農
漁
村
に
お
い
て
は
低
い
方
で
あ
る
が
、
当
時
の
全
国

平
均
五．
一
％
よ
り
は
や
や
高
い
。
ま
た
、
七
〇
年
代
に
比
べ
て
一
五
歳
未
満
の
子
ど
も

の
構
成
比
も
半
数
近
く
に
減
少
し
て
い
る
。
若
年
層
の
流
出
に
よ
り
若
い
夫
婦
を
中
心

と
し
た
核
家
族
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
、
家
族
計
画
事
業
に
よ
る
少
子
化
の
影

響
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
世
帯

表
２
、
表
３
は
、
Ｃ
島
の
家
族
の
世
代
数
お
よ
び
家
族
類

型
と
全
国
の
平
均
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｃ
島
で
は
二

世
代
や
核
家
族
が
全
国
及
び
市
部
平
均
よ
り
低
く
く
、
郡
部

平
均
よ
り
や
や
高
い
。
ま
た
、
三
世
代
の
家
族
は
平
均
よ
り

も
か
な
り
高
い
。
郡
部
の
平
均
に
比
べ
、
単
独
世
帯
の
占
有

率
は
非
常
に
少
な
く
、
一
方
直
系
家
族
を
含
め
た
拡
大
家
族

は
、
他
地
よ
り
割
合
が
多
く
相
対
的
に
大
家
族
の
比
率
が
や

や
高
い
と
い
え
る
。

具
体
的
に
現
在
居
住
し
て
い
る
家
族
に
は
、
ど
の
よ
う
な

成
員
が
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
世
帯
主
で
出
生

順
位
が
わ
か
っ
て
い
る
六
八
世
帯
中
、
長
男
が
四
二
世
帯
、
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Ⅰ世代�
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女
性
か
ら
み
た
親
族
　
―
韓
国
漁
村
の
人
口
減
少
化
に
お
け
る
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
を
中
心
に
―
（
鈴
木
）

残
り
の
二
六
世
帯
は
次
三
男
以
下
で
あ
る

が
、
こ
の
内
長
男
に
当
た
る
世
帯
が
同
じ

洞
内
（
村
内
）
に
居
住
し
て
い
な
い
の
は

わ
ず
か
に
四
世
帯
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数

値
か
ら
み
る
と
、
Ｃ
島
も
一
見
韓
国
の
慣

行
に
し
た
が
っ
て
、
夫
婦
家
族→

未
婚
の

子
女
と
夫
婦→

長
子
の
結
婚
後
同
居→

次

三
男
も
結
婚
後
同
居→

長
男
を
残
し
て
他

が
分
家→

長
男
残
留
型
の
直
系
家
族
と
い

う
一
般
的
家
族
周
期
を
経
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
し
か
し
、
三
世
代
家
族
一
九
世

帯
中
（
直
系
一
五
、
拡
大
四
）、
長
男
と
同

居
し
て
い
る
の
は
九
世
帯
で
、
長
男
が
洞
内
に
居
住
し
て
い
な
が
ら
、
次
男
以
下
と
暮

ら
し
て
い
る
世
帯
が
六
世
帯
あ
る
。
ま
た
、
最
高
齢
者
が
死
亡
し
た
た
め
、
あ
る
い
は

母
親
が
再
び
長
男
の
所
へ
戻
っ
た
た
め
、
現
在
は
核
家
族
に
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て

親
と
同
居
し
て
い
た
と
い
う
次
三
男
以
下
の
ケ
ー
ス
を
入
れ
る
と
一
一
ケ
ー
ス
に
な
る
。

Ｃ
島
で
は
、
本
来
は
長
男
が
残
る
こ
と
が
理
念
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
実
際
は
自
ら
の
生
殖
家
族
が
多
く
な
っ
た
も
の
か
ら
独
立
す
る
こ
と
も
多
い
と
い

う
。
従
っ
て
子
ど
も
が
早
く
で
き
る
可
能
性
の
高
い
長
子
の
夫
婦
か
ら
世
帯
を
分
け
る

こ
と
も
多
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
家
族
の
分
居
の
仕
方
は
、
六
〇
年
代
以
降
の
人
口

移
動
に
よ
る
変
化
だ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
姜
Ｙ
氏
は
、
一
九
三
四
年
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
父
親
は
三
男
で
あ
っ
た
。

物
心
つ
い
て
か
ら
は
、
祖
父
母
・
父
・
父
母
の
兄
弟
と
そ
の
家
族
と
暮
ら
し
て
い
た
と

い
う
。
長
男
夫
婦
が
内
房
ア
ン
バ
ン

、
次
男
が
真
ん
中
の
部
屋
、
末
子
夫
婦
が
隅
の
部
屋
を
使
用

し
、
祖
父
母
が
ア
レ
チ
プ
と
い
わ
れ
る
別
棟
の
部
屋
（
サ
ラ
ン
房
）
に
居
住
し
て
い
た
。

姜
さ
ん
の
家
で
は
、
ま
ず
長
男
の
オ
ジ
が
分
家
し
、
次
に
三
男
で
あ
る
自
分
た
ち
の
家

族
が
出
て
、
次
男
の
オ
ジ
が
祖
父
母
と
暮
ら
し
た
と
い
う
。
姜
さ
ん
本
人
も
、
弟
妹
が

五
人
い
る
が
、
最
初
に
次
・
三
男
が
他
出
し
、
上
の
妹
が
婚
出
、
次
に
自
分
た
ち
が
四

人
の
子
ど
も
を
も
う
け
分
家
し
、
下
の
妹
が
出
嫁
、
一
七
歳
離
れ
た
末
弟
夫
婦
が
現
在

母
親
と
暮
ら
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
日
本
の
漁
村
や
土
地
の
零
細
な
地
方
で
報
告
が

あ
る
よ
う
な
末
子
相
続
や
選
択
相
続
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
確
に
は
相
続
の
問
題
で

は
な
く
、
単
な
る
同
居
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
。
親
と
の
同
居
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
島
で
は

比
較
的
以
前
か
ら
、
住
宅
事
情
（
三
間
の
一
列
型
住
居
が
典
型
）
や
親
の
意
志
に
よ
っ

て
自
由
に
選
択
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
残
っ
た
片
親
が
そ
の
ま
ま
次
三

男
以
下
で
亡
く
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
際
は
、
喪
明
け
が
終
わ
っ
た
時
等
に
（
あ

る
い
は
数
年
を
経
る
こ
と
も
あ
る
が
）、
忌
祭
祀
は
最
終
的
に
は
原
則
通
り
長
男
の
所
へ

戻
さ
れ
る
。

し
か
し
、
時
代
に
よ
っ
て
最
も
変
化
し
て
い
る
の
は
、
財
産
の
継
承
で
あ
る
。
朴
Ｓ

氏
の
場
合
は
、
長
子
が
分
家
後
も
一
〇
年
以
上
次
子
が
弟
た
ち
や
母
親
を
扶
養
し
て
い

る
た
め
田
畑
に
関
し
て
は
、
次
子
が
最
も
多
く
と
り
、
次
子
の
半
分
程
度
を
現
在
長
男

が
受
け
取
っ
て
い
る
。
Ｃ
島
で
は
原
則
的
に
は
長
男
が
財
産
の
半
分
を
継
承
し
、
親
と

長
く
暮
ら
す
可
能
性
の
高
い
末
子
に
も
多
く
分
配
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
二
〇
年
代

生
ま
れ
の
姜
Ｙ
氏
や
片
Ｍ
氏
は
別
居
し
た
長
子
が
、
ほ
ぼ
同
等
か
や
や
多
く
継
承
し
て

い
る
が
、
四
〇
年
代
生
ま
れ
、
六
〇
年
代
後
半
く
ら
い
に
分
家
し
て
い
る
朴
Ｓ
氏
は
、

実
際
の
扶
養
の
形
態
と
呼
応
し
た
形
で
配
分
さ
れ
て
い
る
。
片
Ｊ
氏
（
一
九
三
九
年
生
）

の
場
合
も
、
一
九
六
五
年
に
次
兄
が
他
出
し
た
た
め
、
両
親
や
病
弱
な
長
兄
の
面
倒
を

み
る
た
め
戻
っ
て
く
る
。
陸
地
に
は
、
六
二
年
に
軍
隊
終
了
後
、
公
務
員
を
め
ざ
し
て

出
て
い
た
。
七
八
年
に
妻
を
伴
い
次
兄
は
戻
る
が
、
八
一
年
に
分
家
し
て
現
在
も
洞
内

表３　家族類型別世帯構成�

世 帯 構 成� 全　国�
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女
性
か
ら
み
た
親
族
　
―
韓
国
漁
村
の
人
口
減
少
化
に
お
け
る
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
を
中
心
に
―
（
鈴
木
）

に
居
住
し
て
い
る
。
し
か
し
、
田
畑
は
ほ
と
ん
ど
片
Ｊ
氏
が
継
承
し
て
い
る
。
六
〇
年

に
こ
れ
ま
で
の
中
心
的
生
業
で
あ
っ
た
大
型
の
中
船
ぺ
ー
に
よ
る
漁
業
が
廃
止
に
な
り
、

こ
の
時
期
か
ら
村
の
男
性
た
ち
は
、
仁
川
、
釜
山
な
ど
へ
出
稼
ぎ
に
行
き
始
め
る
。
七

〇
年
頃
よ
り
新
し
い
漁
が
安
定
し
始
め
、
一
旦
男
性
達
は
戻
っ
た
が
、
良
い
条
件
の
職

が
見
つ
か
る
ま
で
島
と
の
往
来
を
繰
り
返
す
と
い
う
若
者
も
増
え
出
す
。
こ
の
不
安
定

な
定
着
性
が
、
こ
れ
ま
で
親
の
扶
養
に
そ
れ
ほ
ど
影
響
が
な
か
っ
た
同
居
・
分
居
の
差

異
を
実
質
的
な
財
産
分
与
に
移
行
さ
せ
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

島
内
で
も
実
質
的
な
分
与
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
生
業
が
個
別
経
営
的
に
な

り
、
教
育
費
等
の
支
出
も
増
え
、
そ
れ
ま
で
の
大
家
ク
ン
チ
プ

と
分
家
し
た
小
家

チ
ャ
ン
グ
ン
チ
プと
の
相
互
依
存

的
な
関
係
に
も
変
化
を
来
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
都
市
へ
の
若
者

の
流
出
に
よ
っ
て
、
長
子
残
留
の
形
態
が
崩
れ
て
き
た
こ
と
は
、
全
国
的
な
傾
向
で
あ

る
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
。
村
落
の
中
で
も
経
済
活
動
に
お
い
て
は
、
表
面
的
に
は
家チ
プ

の
分
化
が
見
ら
れ
る
。

一
方
家チ
プ

の
分
化
は
、
兄
弟
だ
け
で
な
く
父
子
関
係
に
も
起
こ
っ
て
い
る
。
村
内
で
息

子
と
別
居
し
た
ま
ま
暮
ら
す
高
齢
の
夫
婦
の
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
る
。
長
男
が
先
に

分
家
し
た
た
め
、
次
三
男
以
下
と
暮
ら
し
て
い
た
が
、
次
三
男
が
他
地
へ
移
転
し
た
た

め
に
老
夫
婦
の
み
が
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
居
し
て
い
た
高
齢
の
両
親
を

残
し
て
島
内
で
分
家
し
た
世
帯
も
一
世
帯
あ
る
。
両
親
は
い
ず
れ
も
七
〇
代
後
半
で
あ

る
。
ま
た
、
九
八
年
に
は
嫁
を
連
れ
て
戻
っ
た
三
〇
代
の
男
性
が
母
親
と
最
初
か
ら
同

居
せ
ず
、
憤
慨
し
た
母
親
が
他
地
へ
出
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
事
件
や
近
郊
の
都
市
で
ア

パ
ー
ト
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
、
漁
撈
期
に
島
に
き
て
漁
を
す
る
と
い
う
生
活
形
態
も
あ

ら
わ
れ
て
き
た
。
任
敦
姫
と
ジ
ャ
ネ
リ
ー
（
一
九
九
五
）
の
論
文
に
も
、
近
隣
都
市
か

ら
親
元
の
農
園
に
通
う
息
子
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
は
、
い
ず
れ
両
親

の
う
ち
ど
ち
ら
か
が
死
亡
し
た
り
、
あ
る
い
は
病
気
に
な
れ
ば
同
居
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
は
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
職
場
が
都
市
に
移
行
し
た
た
め
に
、

別
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
と
は
異
な
る
。
村
内
か
ら
み
る
と
同
居
を
す

べ
き
と
い
う
意
識
自
体
が
、
村
落
社
会
で
も
弱
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
世
代
家
族
は
、
こ
の
老
人
世
帯
も
含
め
て
一
三
世
帯
、
内
十
一
世
帯
が
世
帯
主
の

年
齢
が
五
十
代
以
上
、
九
世
帯
が
夫
婦
世
帯
で
、
独
居
も
二
世
帯
あ
る
。
独
居
の
五
〇

代
は
近
年
子
ど
も
が
独
立
し
て
他
地
へ
で
た
も
の
、
六
〇
代
は
、
未
亡
人
で
息
子
は
村

外
に
お
り
ひ
と
り
娘
が
洞
内
（
村
内
）
に
嫁
い
で
い
る
。
六
〇
代
以
上
の
夫
婦
世
帯
が

六
、
う
ち
三
世
帯
は
、
娘
の
み
で
息
子
が
お
ら
ず
、
そ
の
う
ち
二
世
帯
は
、
ひ
と
り
娘

が
洞
内
に
嫁
い
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
老
人
世
帯
で
は
、
子
ど
も
が
村
内
に
い
る
者
は
、

子
ど
も
か
ら
米
や
キ
ム
チ
な
ど
の
基
本
的
な
食
料
を
受
け
て
い
た
り
、
遠
方
の
も
の
は

送
金
も
あ
る
が
、
定
期
的
な
収
入
と
は
限
ら
な
い
。
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
も
い

る
。
ま
た
、
村
内
に
子
ど
も
が
い
て
も
生
業
に
忙
殺
さ
れ
る
今
日
で
は
、
毎
食
面
倒
が

み
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
高
齢
の
女
性
た
ち
も
、
お
か
ず
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
を
加
え

る
た
め
、
海
草
や
貝
の
採
集
に
出
か
け
る
。
商
人
に
卸
せ
ば
現
金
収
入
に
も
な
り
、
こ

の
女
性
に
よ
る
最
低
で
も
月
三
〜
四
万
の
収
入
は
、
村
落
で
生
活
す
る
老
人
世
帯
に
は

貴
重
な
収
入
で
あ
っ
た
。
還
暦
を
す
ぎ
れ
ば
、
働
か
な
い
こ
と
が
当
然
と
さ
れ
て
い
た

村
の
老
人
も
、
市
場
経
済
が
浸
透
し
、
労
働
時
間
が
増
大
し
た
漁
村
に
お
い
て
は
、
子

ど
も
の
学
費
を
稼
ぐ
た
め
に
必
死
な
息
子
や
嫁
に
甘
え
て
の
ん
び
り
す
る
こ
と
は
後
ろ

め
た
い
時
代
で
も
あ
っ
た
。
一
方
女
性
に
と
っ
て
の
貝
と
り
は
、
幼
い
と
き
か
ら
の
習

慣
で
も
あ
り
、
時
に
は
楽
し
み
で
も
あ
る
の
だ
が
、
近
年
は
七
〇
過
ぎ
た
男
性
た
ち
も

牡
蠣
を
と
っ
た
り
、
息
子
の
海
苔
の
養
殖
の
手
伝
い
も
し
て
い
る
。「
働
か
な
か
っ
た
ら
、

ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
」「
高
麗
場
（
韓
国
流
姥
捨
て
山
）
に
捨
て
ら
れ
る
」

と
冗
談
を
い
う
老
人
も
い
る
が
、
彼
ら
が
あ
え
て
同
居
を
し
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な

気
兼
ね
も
あ
っ
た
。
環
境
の
異
な
る
都
市
で
子
ど
も
と
同
居
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
老
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人
た
ち
と
は
、
若
干
異
な
る
理
由
が
村
に
は
あ
っ
た
。

一
世
代
家
族
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
二
十
、
三
十
代
の
若
い
夫
婦
世
帯
は
な
い
。
二
十

代
の
単
身
者
は
、
船
員
と
し
て
一
時
的
に
滞
在
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
世
代
家
族
の
場
合
、
十
九
世
帯
中
十
二
世
帯
は
、
三
十
代
の
働
き
盛
り
の
息
子
夫

婦
と
同
居
し
て
い
た
。
一
方
、
二
世
代
の
核
家
族
の
う
ち
半
数
の
二
十
三
世
帯
が
世
帯

主
が
五
十
代
以
上
で
、
す
べ
て
の
世
帯
が
定
着
の
可
能
性
が
不
安
定
な
未
婚
の
十
代
〜

二
十
代
の
子
の
親
た
ち
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
九
十
年
現
在
の
状
態
は
、
高
齢
者

世
帯
が
増
え
る
過
渡
期
の
状
態
と
も
い
え
る
。
ち
な
み
に
、
約
十
年
後
の
九
十
八
年
で

は
、
独
居
や
夫
婦
家
族
は
約
一
六
％
か
ら
四
十
二
％
に
急
増
し
て
い
る
。

（
三
）
親
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
れ
ら
の
世
帯
は
、
ど
の
よ
う
な
親
族
の
中
に
暮
ら
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
韓

国
に
は
、
祖
先
を
同
じ
く
す
る
ひ
と
つ
の
父
系
親
族
集
団
が
村
の
大
半
を
占
め
て
い
る

同
族
村
落
と
、
複
数
の
姓
氏
が
混
在
し
て
い
る
各
姓
村
落
が
あ
る
。
島
は
お
も
に
浙
江

片
氏
、
晋
州
姜
氏
、
密
陽
朴
氏
の
三
姓
か
ら
成
り
、
各
々
二
一
、
一
四
、
一
三
世
帯
を

占
め
る
。
入
村
祖
は
、
各
々
八
代
〜
九
代
祖
に
あ
た
る
。
各
氏
族
は
一
〇
月
に
五
代
祖

以
上
の
祖
先
を
共
同
で
祀
る
時
祭
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
資
金
を
捻
出
す
る
一

族
の
水
田
（
宗
中
沓
）
も
所
有
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
田
を
購
入
し
た
の
は
、
片
家
は

七
〇
年
頃
、
朴
家
は
八
〇
年
頃
で
、
そ
れ
ま
で
は
輪
番
で
準
備
を
し
た
と
い
う
。
ま
た
、

家
系
を
示
す
族
譜
は
、
ム
ラ
で
中
心
的
な
家
が
各
氏
族
一
冊
ず
つ
も
っ
て
い
た
と
い
う

が
、
他
地
へ
引
っ
越
し
た
た
め
、
片
家
、
姜
家
で
は
現
在
全
世
帯
で
所
持
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
片
家
は
、
一
九
四
八
年
版
か
ら
複
数
の
家
が
所
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

姜
家
は
八
〇
年
頃
に
全
世
帯
が
購
入
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
村
外
の
親
族
会
で
あ
る
花

樹
会
と
接
触
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
普
及
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
発
的
な
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
村
で
は
由
緒
あ
る
同
族
村
の
よ
う
に
始
祖
や
入
村
祖
の
直
系
子
孫
で
あ
る
宗
家
、

宗
孫
意
識
は
み
ら
れ
な
い
。
ど
こ
の
家
が
宗
孫
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
老
人
達
の

間
で
も
認
識
さ
れ
て
は
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
祖
先
祭
祀
に
代
表
さ
れ
る
父
系
親
族
集
団
は
、
両
班
社
会
を

モ
デ
ル
と
し
た
理
念
型
と
し
て
、
島
で
は
極
近
年
組
織
化
さ
れ
て
き
た
も
の
の
よ
う
に

み
え
る
。
し
か
し
、
片
家
な
ど
は
一
九
二
〇
年
頃
よ
り
親
族
が
多
く
な
っ
た
た
め
二
つ

の
「
派
」
に
別
れ
て
時
祭
（
当
時
は
百
中
）
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
形
式
は

と
も
あ
れ
、
父
系
出
自
集
団
が
祖
先
祭
祀
を
一
体
化
し
て
お
こ
な
う
と
い
う
行
為
そ
の

も
の
は
、
Ｃ
島
の
よ
う
な
庶
民
の
な
か
で
も
少
な
く
と
も
植
民
地
時
代
が
始
ま
る
頃
に

は
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
時
祭
の
際
の
儀
礼
や
飲
福
（
直
い
）
の
場

や
、
父
子
間
の
相
互
行
為
を
み
て
い
る
と
、
儒
教
的
な
長
幼
の
序
に
よ
る
緊
張
関
係
や

「
一
家
イ
ル
ガ

」
と
し
て
の
一
体
感
も
み
ら
れ
る
（
注
３
）。
し
か
し
、
村
に
は
い
わ
ゆ
る
オ
ル

ン
と
し
て
威
圧
感
を
他
姓
に
ま
で
及
ぼ
す
長
老
は
い
な
い
。
各
姓
氏
間
の
関
係
は
、
非

常
に
平
等
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
村
落
内
の
父
系
親
族
間
の
つ
な
が
り
が
そ
れ
ほ
ど
密

接
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
同
族
村
落
を
始
め
多
く
の
民
族
誌
で
す
で
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
と
お
り
で
あ
る
（
金
宅
圭
一
九
六
四
、
崔
在
錫
一
九
七
九
、
金
周
姫
一
九
九
二
）。

親
族
同
士
で
も
忌
祭
祀
や
時
祭
く
ら
い
が
、
年
齢
を
越
え
た
つ
き
あ
い
が
行
わ
れ
る
場

で
あ
る
。
年
齢
差
は
、
と
く
に
年
下
の
者
に
は
気
詰
ま
り
な
も
の
で
あ
る
の
で
避
け
ら

れ
る
。
日
常
男
性
は
、
同
年
齢
集
団
が
親
し
い
存
在
で
あ
り
、
年
齢
の
離
れ
た
他
姓
の

者
と
親
し
く
つ
き
あ
う
こ
と
は
更
に
少
な
い
。「
同
年
齢
の
親
族
が
最
も
親
し
い
存
在
で

あ
る
」（R

.L
.Jan
elli&

D
.Y
.Jan
elli

一
九
八
二
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
年
齢
が
近
け

れ
ば
接
触
の
多
い
四
寸
（
い
と
こ
）
は
親
友
に
も
な
る
。
ど
の
範
囲
の
人
と
親
し
く
な

る
か
は
、
親
、
特
に
母
親
、
あ
る
い
は
祖
母
が
ど
の
範
囲
の
人
と
つ
き
あ
い
が
密
接
で
、
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往
来
が
い
か
に
頻
繁
に
あ
る
か
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
子
ど
も
は
い
つ
も
母
親
に
連
れ

ら
れ
て
行
動
し
、
あ
る
い
は
母
親
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
預
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

学
校
教
育
が
浸
透
し
て
い
な
い
時
代
の
影
響
は
さ
ら
に
大
き
い
。

し
か
し
、
こ
れ
は
と
く
に
男
性
の
方
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
、
女
性
同
士
の
場
合
、

年
輩
者
に
対
す
る
緊
張
関
係
は
、
舅
姑
や
シ
ヌ
イ
（
夫
の
姉
妹
）
に
対
し
て
は
み
ら
れ

る
が
、
他
者
に
対
し
て
は
男
性
よ
り
希
薄
で
あ
る
。
男
性
同
士
の
場
合
は
、
年
齢
差
に

よ
る
契
は
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
女
性
の
旅
行
契
は
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
女
性

が
加
入
し
て
い
る
。
女
は
結
婚
す
れ
ば
、
婚
家
の
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の
人
と
つ
き
あ
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
然
に
そ
の
年
齢
の
幅
も
広
が
っ
て
い
く
。
ま
た
、
女
性
の
社
会

関
係
は
、
婚
姻
に
よ
っ
て
実
家
に
い
た
時
の
も
の
と
は
異
る
、
全
く
新
し
い
関
係
を
結

び
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
。
男
女
に
よ

っ
て
、
そ
の
社
会
関
係

の
作
ら
れ
方
に
差
異
が

み
ら
れ
る
。

現
在
の
居
住
者
の
各

父
系
親
族
間
の
関
係
を

み
る
と
、
朴
氏
は
、
中

心
世
代
の
四
代
祖
か
ら

別
れ
て
い
る
七
寸
（
親

等
）
内
の
親
族
が
固
ま

っ
て
い
る
。
片
氏
一
族

は
、
中
心
世
代
か
ら
み

て
八
代
祖
（
八
代
前
の

祖
上
）
の
三
人
の
息
子
の
子
孫
で
あ
り
、
離
れ
た
ひ
と
は
一
七
寸
に
な
る
。
姜
氏
も
一

三
寸
離
れ
て
い
る
。
比
較
的
近
し
い
八
寸
内
の
村
内
居
住
の
親
族
関
係
を
ま
と
め
た
も

の
が
、
表
４
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
島
は
、
既
婚
女
性
の
な
か
の
三
八．
六
％
が
島
内
出
身

者
で
あ
り
、
多
く
の
女
性
達
に
も
自
ら
の
父
系
親
族
が
い
る
こ
と
に
な
る
。
村
内
婚
率

は
、
ブ
ラ
ン
ト
の
半
農
半
漁
の
村
（V

.B
ran
t

一
九
七
一)

の
二
二．
四
％
、
金
宅
圭
（
一

九
六
四
）
の
同
族
部
落
内
の
非
同
族
に
お
け
る
二
〇．
四
％
よ
り
か
な
り
高
い
。
年
齢
別

に
み
る
と
二
〇
代
は
都
市
で
村
外
出
身
者
と
結
婚
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
一
方
、

村
内
婚
は
六
〇
代
以
上
よ
り
も
、
む
し
ろ
五
〇
代
以
下
の
方
が
多
い
。
既
婚
者
中
三
〇

代
〜
五
〇
代
ま
で
は
村
内
出
身
者
が
各
九
人
ず
つ
い
る
が
、
六
〇
代
以
上
は
二
五
人
中
、

六
〇
代
三
人
、
七
〇
代
四
人
の
七
人
の
み
で
あ
る
。
村
内
婚
も
朝
鮮
戦
争
や
戦
後
の
動

乱
に
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
三
氏
の
ほ
か
に
、
異
な
る
二
派
の
朴
氏
が
五
世
帯
（
各
二
、
三
世
帯
）、
金

氏
三
世
帯
（
い
ず
れ
も
非
親
族
）
な
ど
が
居
住
す
る
が
、
こ
の
内
姻
戚
関
係
が
全
く
な

い
の
は
、
漁
船
の
被
雇
用
者
と
し
て
入
村
し
た
崔
、
韓
、
田
、
宋
の
四
世
帯
と
キ
リ
ス

ト
教
の
伝
道
師
の
一
世
帯
の
計
五
世
帯
の
み
で
あ
る
。
九
〇
年
現
在
、
崔
氏
は
入
村
し

て
一
〇
年
た
つ
が
、
他
は
二
〜
三
年
で
あ
る
。
九
八
年
に
は
、
内
三
世
帯
は
す
で
に
転

出
し
て
い
た
。

（
四
）
土
地
所
有
者

表
５
は
、
Ｃ
島
の
世
帯
を
土
地
所
有
者
と
生
業
の
種
類
を
主
軸
と
し
て
分
類
し
た
も

の
で
あ
る
。
田
畑
の
所
有
者
と
非
所
有
者
の
間
に
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
相
違
点
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
島
出
身
者
と
他
地
出
身
者
と
い
う
違
い
で
あ
る
。
土
地
所
有
者
の
う
ち
、

他
地
出
身
者
は
、
入
村
三
〇
年
に
な
る
妻
家
サ
リ
（
妻
方
の
村
落
に
居
住
し
て
い
る
者
）

の
一
世
帯
（
類
型
Ａ
）
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
島
内
出
身
者
で
あ
る
。
逆
に
土
地
を
所

備考：崔在錫（1988）231p.をモデルに作成�
父子1（2世帯）は、父子関係の世帯が1組2世帯であることを示す。�
9寸以上は省略。�

表４　主たる３姓氏の村内における親族の範囲�

片　　氏� 朴　　氏� 姜　　氏�

父 子 �

父 娘 �

兄 弟 �

兄 弟 姉 妹 �

叔 父 ・ 甥 �

姑母・甥姪�

四 寸 �

五 寸 �

六 寸 �

七 寸 �

八 寸 �

1（２世帯）�

０�

4（９世帯）�

5（12世帯）�

3（８世帯）�

2（４世帯）�

4（13世帯）�

０�

０�

０�

０�

０�

０�

4（９世帯）�

6（16世帯）�

1（４世帯）�

2（７世帯）�

2（６世帯）�

０�

1（４世帯）�

2（11世帯）�

2（７世帯）�

1（２世帯）�

2（４世帯）�

3（６世帯）�

5（11世帯）�

1（２世帯）�

2（４世帯）�

1（２世帯）�

1（３世帯）�

０�

2（６世帯）�

3（11世帯）�

単位：組�
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女
性
か
ら
み
た
親
族
　
―
韓
国
漁
村
の
人
口
減
少
化
に
お
け
る
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
を
中
心
に
―
（
鈴
木
）

有
し
て
い
な
い
二
四
世
帯
の
う
ち
、
十
世
帯
（
Ｅ
の
二
、
Ｇ
の
一
、
Ｈ
の
七
世
帯
）
は

他
地
出
身
者
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
五
世
帯
が
妻
家
チ
ョ
ガ

サ
リ
で
あ
る
。
残
り
十
四
世
帯
は

島
出
身
者
で
あ
る
が
、
う
ち
四
世
帯
は
Ｃ
島
出
身
者
の
未
亡
人
（
類
型
Ｈ
）、
別
の
三
世

帯
は
親
の
代
に
一
度
他
地
へ
出
て
戻
っ
て
き
た
者
、
三
世
帯
は
一
度
他
出
し
て
他
の
兄

弟
が
農
地
を
所
有
し
て
い
る
。
別
居
し
て
い
る
子
が
土
地
を
所
有
し
て
い
る
場
合
も
二

世
帯
あ
る
。
島
に
は
漁
撈
期
に
な
る
と
船
員
と
し
て
雇
わ
れ
て
滞
在
し
た
人
が
毎
年
一

〇
人
か
ら
二
〇
人
く
ら
い
は
い
た
。
し
か
し
、
現
在
の
居
住
者
で
は
、
先
に
あ
げ
た
四

名
の
み
で
、
島
内
の
女
性
と
結
婚
し
て
居
住
し
て
い
る
人
も
二
人
と
少
な
い
。
入
村
し

た
の
も
わ
ず
か
数
年
前
の
人
が
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
何
ら
か
の
縁
者
が
い
な
い
限

り
島
に
は
定
着
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
特
に
六
〇
年
〜
七
〇
年
代
の
動
力
船
や
共
同
養

殖
の
始
ま
り
と
と
も
に
、
漁
業
権
の
獲
得

が
入
村
三
年
以
降
の
も
の
に
限
定
さ
れ
た

こ
と
も
要
因
と
思
わ
れ
る
。

村
落
居
住
者
の
特
徴
と
し
て
、
一
般
的

に
四
〇
、
五
〇
代
以
上
で
す
で
に
転
職
の

機
会
を
失
っ
て
い
る
人
や
、
低
学
歴
の
人

が
多
い
と
い
わ
れ
る
が
（
崔
在
錫
一
九
九

八:232

〜233

）、
Ｃ
島
で
も
同
様
の
傾
向

が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
低
学
歴
と
い
う

の
も
当
時
の
平
均
か
ら
す
れ
ば
五
〇
代
以

上
の
人
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
あ
る
年

代
ま
で
は
、
島
で
充
分
生
活
で
き
る
人
が

残
っ
て
い
る
。
第
一
次
産
業
を
敬
遠
す
る

傾
向
は
島
で
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
東
海

岸
の
漁
村
で
は
、
浦
項
や
蔚
珍
の
よ
う
な
工
業
地
帯
に
若
い
労
働
人
口
が
吸
収
さ
れ
て

い
っ
た
感
が
あ
る
が
、
Ｃ
島
に
は
そ
の
よ
う
な
雇
用
地
が
近
辺
に
は
な
か
っ
た
こ
と
、

農
業
に
比
較
し
て
、
七
〇
年
代
以
降
か
ら
Ｃ
島
の
漁
業
が
高
収
入
を
得
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
こ
と
等
が
、
人
口
流
出
を
抑
制
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
た
だ
し
、
中
学
へ

進
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
女
性
は
、
他
地
に
出
る
と
貝
採
り
し
か
で
き
な
い
島
に
は
戻

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
初
期
の
工
場
労
働
者
に
多
く
の
女
性
が
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
こ

と
も
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
現
在
残
留
の
住
民
は
、
必
ず
し
も
下
層
で
は

な
く
、
比
較
的
何
世
代
も
居
住
し
て
田
畑
の
所
有
規
模
な
ど
が
大
き
い
者
が
多
い
。「
農

業
の
上
層
に
あ
る
家
は
、
漁
業
に
お
い
て
も
上
層
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
が
（
朴
光
淳

一
九
八
〇:210

）、
Ｃ
島
の
場
合
も
収
入
が
大
き

い
漁
船
漁
業
を
経
営
し
て
い
る
の
は
、
圧
倒
的
に

土
地
所
有
者
に
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
経
済
的
差

異
が
拡
大
し
た
の
は
、
六
〇
年
以
降
の
大
型
漁
船

を
喪
失
し
た
時
代
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
島

で
は
そ
れ
ま
で
、
稲
作
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
。

（
五
）
漁
業
従
事
者

し
か
し
、
九
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
漁
船
漁
業
は

農
地
の
非
所
有
者
も
始
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ

た
。Ｅ
に
属
す
る
一
世
帯
は
八
十
八
年
頃
に
入
村
し
、

被
雇
用
者
と
し
て
働
い
た
後
、
九
二
、
三
年
頃
か
ら

は
独
立
し
て
漁
も
始
め
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
ど
の

よ
う
な
家
が
漁
業
を
行
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

表６　生業類型別平均世帯成員数と労働成員数�

生業類型�

5.3�

3.4

5.7�

3

3.1�

2.3

3.1�
（5）�

1.8�
（2.8）�

4.5�

2.3

3�

2

3.8�

2.2

2.7�

1.8

Ｂ�Ａ� Ｃ� Ｄ� Ｅ� Ｆ� Ｇ� Ｈ�

世帯成員数�

労働成員数�

単位：人�

Ｄ類型の（　）内は海苔養殖者�

表５　生業の諸類型�

漁撈の種類� 田畑あり� 田畑なし�

シルチ�

漁�

その他�

無�
（内海苔養殖）�

A19（23.8％）�

B７（8.8％）�

C６（7.5％）�

D24（30％）�
（8）�

E４（５％）�

F１（8.8％）�

G４（５％）�

H15（18.6％）�

単位：世帯�

船
　
所
有�

船
無�

舩�
生業�
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女
性
か
ら
み
た
親
族
　
―
韓
国
漁
村
の
人
口
減
少
化
に
お
け
る
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
を
中
心
に
―
（
鈴
木
）

表
６
は
、
表
５
の
各
類
型
の
世
帯
成
員
数
と
労
働
成
員
数
の
平
均
値
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
世
帯
員
数
に
は
、
扶
養
し
て
い
る
他
地
で
就
学
中
の
子
ど
も
も
含
め
て
い
る
。

労
働
成
員
は
、
男
女
含
め
て
実
際
に
現
在
労
働
に
関
わ
っ
て
い
る
人
を
計
算
し
て
い
る
。

表
６
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
収
入
の
多
い
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
の
は
、
比
較
的
世
帯

員
数
も
多
い
、
扶
養
す
べ
き
家
族
が
多
い
人
た
ち
で
あ
る
。

類
型
Ａ
、
Ｅ
は
、
最
も
高
収
入
を
得
れ
る
シ
ル
チ
（
い
り
こ
類
）
や
板
目
鰈
、
そ
の

他
の
雑
魚
を
と
っ
て
い
る
。
Ｂ
、
Ｆ
は
シ
ル
チ
以
外
の
漁
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
Ｂ

に
は
漁
と
と
も
に
仲
買
を
し
て
い
る
水
産
業
者
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
自
己
資
金
で

行
っ
て
い
る
の
は
Ａ
、
Ｂ
で
あ
る
。
Ｅ
は
船
員
と
し
て
被
雇
用
者
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

Ｇ
は
被
雇
用
者
三
、
商
業
一
で
あ
る
。
土
地
も
漁
船
も
あ
る
が
漁
を
行
っ
て
い
な
い
類

型
Ｃ
は
、
以
前
漁
船
を
経
営
し
て
い
た
息
子
た
ち
が
転
居
や
死
亡
し
て
父
母
や
女
性
だ

け
が
残
っ
た
家
で
あ
る
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
は
、
農
業
を
主
と
し
て
い
る
世
帯
も
各
一
ず
つ
含

ま
れ
て
お
り
、
ま
た
、
Ｃ
の
一
世
帯
は
最
も
豊
か
な
層
に
属
し
て
い
る
。
Ｄ
は
ほ
と
ん

ど
が
、
子
育
て
を
終
わ
っ
た
農
業
を
主
と
す
る
五
十
代
以
上
で
、
一
六
世
帯
は
す
で
に

子
ど
も
が
独
立
し
た
家
で
あ
る
。
二
四
世
帯
中
四
十
代
は
二
世
帯
、
三
十
代
以
下
が
四

世
帯
で
、
こ
の
う
ち
漁
村
契
、
里
長
、
雑
貨
店
経
営
者
各
一
世
帯
は
農
業
以
外
も
兼
職

し
て
い
る
が
、
他
は
頼
ま
れ
れ
ば
船
員
に
も
な
る
。

ま
た
、
シ
ル
チ
や
漁
撈
以
外
に
ま
と
ま
っ
た
収
入
に
な
る
の
が
、
海
苔
養
殖
で
あ
る
。

類
型
Ａ
は
、
十
九
世
帯
中
十
五
世
帯
、
Ｂ
は
七
世
帯
中
六
世
帯
、
Ｃ
は
一
世
帯
、
Ｄ
に

は
八
世
帯
、
Ｅ
が
三
世
帯
、
Ｆ
に
一
、
Ｇ
二
世
帯
、
Ｈ
で
四
世
帯
が
行
っ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
、
就
学
中
や
未
婚
の
扶
養
す
べ
き
子
ど
も
が
い
る
世
帯
が
多
い
。
特
に
、
船
舶

の
な
い
Ｄ
の
中
で
海
苔
を
し
て
い
る
世
帯
だ
け
で
計
算
す
る
と
、
世
帯
員
数
も
労
働
成

員
数
も
多
く
な
り
、
Ｅ
、
Ｆ
、
Ｇ
、
Ｈ
で
も
海
苔
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
を
扶

養
す
る
必
要
が
あ
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
学
資
を
出
し
た
り
、
独

立
さ
せ
る
べ
き
子
ど
も
が
い
な
く
な
れ
ば
、
生
活
費
の
た
め
だ
け
に
重
労
働
の
漁
業
や

海
苔
の
養
殖
を
す
る
世
帯
は
な
い
。
経
営
者
に
な
っ
て
貯
蓄
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
な

い
。次

に
、
収
入
の
多
い
漁
業
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
労
働
力
の
有
無
が
大
き
な
分
か

れ
目
と
な
っ
て
い
る
。
漁
船
漁
業
を
行
っ
て
い
る
家
は
、
世
帯
員
数
と
同
時
に
労
働
成

員
数
も
多
い
。
仲
介
の
水
産
業
者
か
ら
契
約
金
を
受
け
て
漁
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
資
本
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
労
働
力
と
は
、
基
本
的
に
は
世
帯
に

精
力
的
な
漁
師
が
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
女
性
の
労
働
成
員
は
い
て
も
男
性

が
体
が
弱
い
た
め
に
漁
を
行
わ
な
い
家
も
あ
る
。
乗
船
す
る
の
は
男
性
で
、
陸
地
で
乾

燥
作
業
を
す
る
の
は
女
性
や
老
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
シ
ル
チ
漁
や
海
苔
養
殖
は
天
日

で
乾
燥
さ
せ
、
袋
詰
め
に
し
た
り
、
一
枚
一
枚
台
紙
か
ら
は
が
し
て
束
ね
た
り
、
細
か

い
作
業
が
必
要
で
あ
り
、
船
員
の
確
保
と
同
時
に
作
業
員
の
確
保
が
Ｃ
島
で
は
重
要
で

あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
労
働
成
員
の
確
保
と
親
族
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

三
　
ム
ラ
に
お
け
る
親
族
の
機
能

ー
日
常
生
活
か
ら
見
た
世
帯
と
親
族
ー

崔
在
錫
は
、
一
九
七
八
年
と
八
八
年
に
村
落
に
お
け
る
親
族
関
係
と
そ
の
機
能
に
つ

い
て
調
査
し
て
い
る
。
彼
は
、
社
交
関
係
（
平
素
の
訪
問
と
会
話
・
共
食
）、
生
産
活
動

（
農
作
業
・
農
牛
、
農
具
の
貸
借
）、
家
事
協
助
（
相
談
・
金
銭
の
貸
与
・
大
事
に
お
け

る
食
器
の
貸
与
）、
儀
礼
的
関
係
（
冠
婚
葬
祭
・
誕
生
日
・
正
月
の
挨
拶
・
病
気
見
舞

い
・
忌
祭
・
名
節
の
参
加
あ
る
い
は
扶
助
）
に
お
い
て
、
村
落
内
に
父
系
親
族
の
み
が

い
る
場
合
、
父
系
、
母
系
（
妻
系
を
含
む
）
の
両
方
の
親
族
が
い
る
場
合
、
父
系
が
存

在
せ
ず
、
母
系
（
妻
系
）
の
み
存
在
す
る
場
合
と
分
類
し
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
く
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る
か
を
数
値
で
示
し
て
い
る
。

七
八
年
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
村
落

内
に
父
系
・
母
系
あ
る
い
は
妻
系
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
父
系
に
劣
ら
な
い
く
ら
い
、

母
系
、
妻
系
の
親
族
に
対
し
て
も
親
族
関
係
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
現
実
生
活
に
対
す

る
機
能
、
す
な
わ
ち
生
産
活
動
や
家
事
協
助
に
関
し
て
も
活
発
で
あ
る
。
一
方
、
父
系

親
族
の
み
居
住
す
る
場
合
で
も
、
社
交
、
生
産
活
動
、
家
事
協
助
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

六
寸
・
七
寸
位
が
境
界
と
な
り
そ
れ
以
上
は
弱
い
。
特
に
、
生
産
活
動
は
、
兄
弟
か
伯

叔
父
間
の
最
も
近
い
血
縁
ぐ
ら
い
が
強
い
関
係
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
親
族
の
居
住
地
も

大
き
く
関
係
し
て
お
り
、
村
外
に
い
れ
ば
父
系
、
母
系
と
も
そ
の
関
係
性
は
す
べ
て
に

お
い
て
弱
く
な
る
。
た
だ
し
、
儀
礼
機
能
は
村
外
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

一
方
、
八
八
年
に
お
い
て
は
、
村
落
内
の
父
系
、
母
系
（
妻
系
）
親
も
社
交
と
儀
礼

関
係
が
そ
の
核
心
で
あ
っ
て
、
家
事
協
助
も
父
系
の
一
部
に
あ
る
の
み
で
、
生
産
協
助

に
関
し
て
は
全
く
村
内
で
は
み
ら
れ
な
い
と
い
う
。
親
族
で
あ
る
か
ら
相
互
扶
助
を
行

う
の
で
は
な
く
、
同
一
規
模
の
農
地
を
所
有
し
て
い
る
者
同
士
が
行
っ
た
り
、
家
事
協

助
も
親
族
よ
り
近
隣
関
係
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
村
落
外
の
父
系

の
近
親
よ
り
も
、
同
一
村
落
内
の
遠
親
が
よ
り
機
能
的
関
係
を
結
ん
で
お
り
、「
血
縁
的

紐
帯
が
、
地
縁
的
紐
帯
に
よ
っ
て
そ
の
機
能
が
代
置
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
」（
崔
在

錫
一
九
八
八:252

）
と
述
べ
て
い
る
。
崔
在
錫
の
調
査
は
農
村
で
あ
り
、
筆
者
の
事
例
は

主
た
る
生
業
は
漁
業
で
あ
る
。
ま
た
社
会
関
係
は
、
人
口
減
少
や
そ
れ
に
伴
う
年
齢
構

成
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
の
他
ム
ラ
を
取
り
巻
く
諸
条
件
に
よ
っ
て
当
然
差
異
が
生
じ
る
こ

と
は
予
測
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
、
前
節
の
家
族
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
漁
撈
活
動
や
そ

の
他
の
村
落
に
お
け
る
社
会
関
係
が
、
崔
在
錫
が
設
定
し
た
諸
条
件
（
父
系
の
み
、
父

系
・
母
系
の
共
存
、
母
系
の
み
・
両
系
と
も
存
在
し
な
い
）
を
前
提
に
ど
の
よ
う
に
成

立
し
て
い
る
か
、
各
々
の
事
例
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

（
一
）
漁
撈
と
家
族
・
父
系
親
族

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
島
で
今
日
漁
業
を
営
ん
で
い
る
世
帯
は
、
世
帯
内
の
労
働

成
員
も
多
い
。
類
型
Ａ
で
船
員
が
息
子
で
あ
る
の
は
、
一
九
世
帯
中
一
二
世
帯
で
あ
る
。

六
〇
年
以
前
の
大
型
船
の
時
代
に
は
、
親
子
や
兄
弟
が
伴
に
乗
船
す
る
こ
と
は
避
け
ら

れ
た
と
い
う
。
遭
難
事
故
に
あ
っ
て
、
祖
先
祭
祀
を
す
る
も
の
が
い
な
く
な
る
こ
と
を

恐
れ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
の
人
口
と
船
舶
数
を
計
算
す
れ
ば
、
余
剰
人
口
も

あ
り
、
家
族
が
同
船
せ
ず
に
操
業
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
で
は
、

祖
先
祭
祀
よ
り
は
、
人
口
も
不
足
し
、
か
つ
現
在
の
船
は
二
人
い
れ
ば
事
足
り
た
の
で
、

息
子
が
い
れ
ば
で
き
る
限
り
息
子
と
行
う
。
数
人
い
れ
ば
兄
弟
を
み
な
呼
び
よ
せ
て
操

業
す
る
こ
と
も
あ
る
。
船
員
に
支
払
う
給
与
を
節
約
で
き
る
た
め
家
族
経
営
に
し
た
方

が
効
率
が
良
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
雇
用
者
と
同
じ
よ
う
に
、
息
子
に
給
与
分
を
渡

す
場
合
で
も
、
息
子
に
支
払
わ
れ
た
金
額
は
支
出
と
は
考
え
な
い
。
給
与
を
払
う
こ
と

で
手
元
に
残
る
金
額
は
同
じ
で
も
、
息
子
の
使
用
し
た
も
の
は
マ
イ
ナ
ス
と
は
考
え
な

い
の
で
あ
る
。
正
確
に
い
え
ば
、
漁
の
た
め
に
息
子
を
呼
ぶ
の
で
は
な
く
、
息
子
達
が

い
る
の
で
漁
を
す
る
の
で
あ
る
。
漁
の
目
的
は
島
の
生
活
の
た
め
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
子
ど
も
の
学
費
や
都
市
へ
の
独
立
資
金
を
貯
め
る
た
め
で
あ
る
。
一
般
的
に
親
子

で
あ
れ
ば
、
そ
の
収
入
は
ほ
と
ん
ど
親
が
一
括
し
て
管
理
す
る
が
、
そ
の
変
わ
り
親
が

都
市
に
ア
パ
ー
ト
を
買
っ
た
り
、
店
を
開
か
せ
た
り
と
独
立
資
金
を
与
え
る
こ
と
も
当

然
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

片
Ｈ
氏
に
は
息
子
が
五
人
い
る
が
、
次
男
が
島
に
残
り
漁
業
を
専
門
と
し
て
い
る
。

ソ
ウ
ル
に
住
む
既
婚
の
長
男
や
未
婚
の
三
男
、
末
子
も
シ
ル
チ
漁
の
時
期
に
な
る
と
戻

っ
て
二
隻
の
船
で
漁
を
手
伝
っ
て
い
る
。
他
地
に
い
る
息
子
達
は
、
こ
の
島
の
典
型
的

な
若
者
の
生
活
パ
タ
ー
ン
を
過
ご
し
て
い
る
。
片
氏
は
、
学
歴
が
低
い
息
子
達
（
小

卒
・
中
卒
）
が
、
こ
こ
で
は
力
を
合
わ
せ
れ
ば
い
く
ら
で
も
金
を
稼
げ
る
と
い
う
。
将
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来
は
、
ソ
ウ
ル
に
ア
パ
ー
ト
で
も
も
っ
て
、
各
々
が
暮
ら
せ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

都
市
の
方
が
勉
強
も
で
き
る
し
、
島
が
若
い
息
子
達
が
一
生
暮
ら
す
所
だ
と
は
思
っ
て

は
い
な
い
。

息
子
を
船
員
と
し
て
い
る
の
は
、
五
〇
代
以
上
の
人
た
ち
で
、
息
子
が
島
を
出
る
と

漁
業
を
引
退
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
親
子
・
兄
弟
と
の
乗
船
は
、
兄

弟
が
各
々
生
殖
家
族
を
も
つ
と
分
裂
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
チ
バ
ン
間
で
一
緒

に
操
業
す
る
よ
り
は
、
別
々
に
操
業
す
る
事
の
方
が
収
入
が
良
い
か
ら
で
あ
る
。
乗
組

員
数
と
漁
獲
量
は
必
ず
し
も
正
比
例
し
な
い
。
片
Ｈ
氏
の
家
は
船
を
二
隻
所
有
し
て
お

り
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
既
婚
の
兄
弟
が
船
を
と
も
に
操
業
す
る
と
い
う
ケ

ー
ス
は
、
島
で
は
一
七
組
の
兄
弟
が
い
た
が
一
例
も
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
漁
船
経
営
者
を
中
心
に
み
る
と
、
一
見
親
族
間
の
生
産
に
関
す
る
相

互
扶
助
は
、
極
近
親
に
お
い
て
も
存
在
し
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
男
性
の
父
系
親
族

の
間
で
は
兄
弟
同
士
で
も
、
主
と
な
る
経
済
活
動
を
共
同
す
る
こ
と
は
な
く
、
独
立
し

て
い
る
。
し
か
し
、
親
族
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
の
は
、
充
足
し
た
状
態
よ
り
も
、
問

題
が
起
こ
っ
た
と
き
で
あ
る
。
そ
の
親
族
の
範
囲
は
、
男
性
を
中
心
に
し
た
場
合
は
、

従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
兄
弟
や
い
と
こ
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
女
性
を
中
心

と
し
て
展
開
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
男
性
よ
り
も
広
く
複
雑
で
あ
る
。
次
に
い
く
つ

か
の
家
族
で
、
漁
業
活
動
が
ど
の
よ
う
な
成
員
で
行
わ
れ
て
い
る
か
を
夫
系
、
妻
系
、

母
系
が
存
在
し
て
い
る
場
合
か
ら
考
察
し
て
み
る
。

（
二
）
生
産
活
動
と
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

朴
Ｊ
氏
は
、
主
流
の
朴
家
と
は
異
な
る
派
に
属
し
、
父
系
親
族
は
四
寸
（
い
と
こ
）

の
未
亡
人
家
族
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
朴
家
は
こ
の
父
系
集
団
か
ら
婚
出
し
た
女
性

達
、
つ
ま
り
妹
や
姑
母
コ

モ

（
父
の
姉
妹
）、
あ
る
い
は
婚
入
し
て
き
た
女
性
（
妻
や
母
）
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
図
２
は
、

朴
氏
（eg
o

）
の
父
親
の
忌
祭
祀
に
集
ま
る
人
々
で
あ
る
。
本
来
忌
祭
祀
に
出
席
す
べ
き

人
は
、
４
の
家
族
の
み
で
あ
る
が
、
五
寸
（
図
２
の
５
）
の
妻
６
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

あ
っ
た
た
め
、
そ
の
一
家
は
出
席
し
て
い
な
い
。
婚
出
し
た
娘
や
そ
の
婿
が
来
る
こ
と

も
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
村
内
に
婚
出
し
て
い
る
娘
２
と
他
地
に
婚
出
し

て
い
る
娘
の
婿
３
も
参
席
し
て
い
た
。
本
来
は
出
席
す
る
必
要
の
な
い
四
寸
ヌ
ナ
（
従

姉
）
７
と
そ
の
夫
８
、
故
人
で
あ
る
姑
母
コ

モ

（
父
親
の
姉
妹
）
の
夫
９
と
そ
の
息
子
10
、

す
な
わ
ち
姑
従
四
寸
も
飲
福
に
招
待
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
祭
祀
を
と
も
に
す

る
堂
内
が
少
な
い
場
合
に
は
、
規
則
外
の
親
族
で
補
わ
れ
る
傾
向
は
、
こ
の
村
で
も
同

様
で
あ
る
（
嶋
一
九
七
六
）。
し
か
し
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
は
生
産
活
動
か
ら
儀
礼
に
い
た

る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
朴
Ｊ
家
の
行
事
に
参
加
し
た
り
、
扶
助
を
行
う
基

本
的
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。
た
だ
し
、

そ
の
係
わ
り
方
は
様
々
で
あ
る
。
次
に
、

朴
Ｊ
氏
の
事
例
を
含
め
て
、
各
々
の
立

場
の
女
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
Ｃ
島
は
韓
国
の

村
落
と
し
て
は
村
内
婚
率
が
比
較
的
高

く
、
し
た
が
っ
て
、
一
村
落
内
に
外
族

（
母
方
の
親
族
）
や
姻
族
が
多
く
存
在
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
が

ど
の
よ
う
に
女
性
た
ち
の
父
系
集
団
に

お
け
る
立
場
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

=
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図２　朴Ｊ氏の忌祭祀�
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Ａ
　
婚
出
し
た
女
性
と
親
庭
（
実
家
）

朴
家
の
中
で
最
も
大
き
な
労
働
力
を
提
供
し
て
い
る
の
は
、
朴
Ｊ
氏
の
妹
、
こ
ど
も

か
ら
み
れ
ば
姑
母
コ

モ

２
で
あ
る
。

韓
国
で
は
、
儒
教
の
規
範
の
厳
し
い
と
こ
ろ
で
は
「
出
嫁
外
人
」
と
い
わ
れ
、
女
は

嫁
げ
ば
婚
家
で
良
く
務
め
、
実
家
に
気
安
く
戻
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
島
内
に
婚
家
、
親
庭
が
あ
る
場
合
で
も
同
様
で
、
婚
家
と
の
地

理
的
距
離
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
。
六
四
歳
の
女
性
は
、
結
婚
し
て
か
ら
は
名
節
の
と

き
に
一
回
位
実
家
に
行
か
せ
て
も
ら
え
た
が
、
そ
れ
以
外
は
滅
多
に
行
く
こ
と
は
な
か

っ
た
。「
親
庭
だ
っ
て
他
人
だ
よ
（chinjyong

do
nam
i
yoo

）」
と
姑
に
は
言
わ
れ
て

い
た
と
い
う
。

日
本
に
比
べ
て
里
帰
り
が
慣
習
化
さ
れ
て
い
な
い
韓
国
で
も
、
近
年
で
は
両
親
の
誕

生
日
、
忌
祭
祀
（
法
事
）
に
戻
る
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
が
、
里
帰
り
は
姑
の
決
定

権
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
所
が
大
き
か
っ
た
。
日
常
に
お
い
て
、
今
日
は
舅
姑
の
拘
束
力
は

そ
れ
程
な
い
が
、
図
２
の
２
も
村
内
に
暮
ら
し
て
い
て
も
、
日
用
品
の
道
具
の
貸
借
を

し
た
り
、
家
の
門
ま
で
来
て
母
親
に
声
を
か
け
て
い
っ
た
り
様
子
を
見
る
こ
と
は
あ
っ

た
が
、
特
別
な
こ
と
が
な
け
れ
ば
家
に
上
が
っ
て
飲
食
を
伴
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
田
植
え
の
協
同
労
働
（
プ
マ
シ
）
の
メ
ン
バ
ー
に
も
は
い
っ
て
い
た
が
、
昼
食

の
仕
度
な
ど
は
祖
先
祭
祀
の
準
備
と
同
様
、
普
段
は
最
も
疎
遠
な
朴
Ｊ
氏
の
五
寸
（
図

２
の
５
）
の
妻
６
（
従
弟
の
息
子
の
嫁
）
が
手
伝
い
、
姑
母
２
が
手
を
出
す
こ
と
は
な

い
。
つ
ま
り
、
家
事
は
本
来
父
系
親
族
に
婚
入
し
て
き
た
嫁
達
の
仕
事
と
考
え
ら
れ
て

い
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
２
の
嫁
ぎ
先
に
は
姑
が
い
た
が
、
筆
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
を

始
め
た
直
後
に
亡
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
娘
の
実
家
に
対
す
る
か
か
わ
り
方

に
変
化
は
な
か
っ
た
。
婚
出
し
た
女
性
と
親
庭
の
父
系
親
族
と
の
関
係
は
、
婚
家
に
舅

姑
が
い
る
か
ど
う
か
で
、
制
御
を
う
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
が
、

夫
方
の
兄
弟
、
姉
妹
、
近
親
が
ど
れ
だ
け
周
囲
に
い
る
か
に
よ
っ
て
も
そ
の
か
か
わ
り

は
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
実
家
に
意
味
な
く
通
う
こ
と
は
ま
わ
り
か
ら
の

監
視
や
干
渉
を
受
け
る
。
島
で
は
、
時
に
は
サ
ド
ン
間
（
婚
家
と
実
家
の
親
同
士
）
が

幼
な
じ
み
で
あ
っ
た
り
、
友
人
同
士
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
が
、
女
性
に
と
っ
て
の

日
常
の
婚
家
と
親
庭
の
け
じ
め
、
あ
る
い
は
舅
姑
と
の
緊
張
感
は
そ
れ
に
よ
っ
て
影
響

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
婚
出
し
た
女
性
た
ち
は
「
出
嫁
外
人
」
と
い
わ
れ
、
実
家
と
切
り
放

さ
れ
た
存
在
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
姑
母
と
い
う
立
場
は
情
緒
的
に
、
ま
た

実
質
的
に
も
親
庭
に
陰
な
が
ら
援
助
を
す
る
重
要
な
存
在
で
も
あ
っ
た
。
主
た
る
生
業

で
あ
る
漁
業
に
関
し
て
は
、
朴
Ｊ
家
で
は
姑
母
２
が
手
伝
っ
て
い
た
が
、
全
く
無
償
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
通
常
な
ら
月
三
〇
万
ウ
ォ
ン
の
給
与
を
支
払
う
こ
と
を
朴
Ｊ

家
で
は
節
約
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
姑
母
が
外
で
作
業
を
し
て
い
る
と
、
後
に
示

す
よ
う
な
多
く
の
マ
シ
ル
ク
ン
（
遊
び
仲
間
）
が
訪
れ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、
つ

い
で
に
仕
事
も
手
伝
っ
て
い
く
の
で
能
率
も
倍
増
す
る
。
し
か
し
、
姑
母
の
関
与
は
固

定
化
さ
れ
た
定
期
的
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
夫
や
夫
の
兄
な
ど
夫
系
の
近
親
、
特

に
大
家
ク
ン
チ
プ

が
同
じ
漁
業
や
農
作
業
を
し
て
お
ら
ず
、
婚
家
の
仕
事
に
抵
触
し
な
い
こ
と
が

条
件
で
あ
る
。
普
段
も
姑
母
は
「
ヒ
ョ
ン
ニ
ム
」
と
呼
ぶ
同
婿
ト
ン
ソ

（
夫
の
兄
弟
の
妻
）
と

行
動
を
と
も
に
す
る
こ
と
の
方
が
多
い
。
親
庭
へ
の
労
働
力
の
提
供
は
、
姑
母
が
自
分

の
家
の
仕
事
を
見
計
ら
い
な
が
ら
行
う
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
。
婚
家
に

支
障
の
な
い
援
助
は
孝
行
で
も
あ
っ
た
。

Ｂ
　
そ
の
他
の
近
親
の
女
性
た
ち

朴
Ｊ
家
で
は
シ
ル
チ
に
関
し
て
は
、
五
寸
や
先
の
祭
祀
に
参
加
し
た
姑
従
四
寸
（
両
者

と
も
表
５
類
型
Ｂ
で
水
産
業
）、
正
確
に
言
え
ば
そ
の
妻
た
ち
６
、
11
は
生
業
に
重
複
が
な

チ
ン
ジ
ョ
ン
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村
の
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口
減
少
化
に
お
け
る
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
を
中
心
に
―
（
鈴
木
）

く
と
も
、
姑
母
２
の
よ
う
に
積
極
的
に
は
漁
業
の
作
業
に
関
与
は
し
な
い
。
非
日
常
的
な

冠
婚
葬
祭
や
田
植
え
の
際
の
食
事
の
仕
度
は
、
チ
バ
ン
（
近
親
）
に
と
っ
て
の
大
き
な
行

事
で
あ
る
た
め
、
朴
家
に
婚
入
し
た
６
は
当
然
手
伝
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
、
彼
女
も
要
求

が
な
く
と
も
援
助
を
義
務
と
考
え
て
い
る
。
父
系
親
族
で
は
な
い
11
は
義
務
的
関
係
に
も

な
い
。
一
方
プ
マ
シ
（
交
換
労
働
）
に
関
し
て
は
、
両
者
と
も
参
加
し
て
い
た
。

儀
礼
に
関
す
る
扶
助
は
、
社
会
的
義
務
的
範
疇
に
あ
る
人
々
が
原
則
で
あ
る
。
日
常

は
親
し
い
兄
弟
の
嫁
同
士
で
も
、
夫
た
ち
は
異
父
兄
弟
で
あ
る
た
め
、
父
系
の
親
族
が

行
う
互
い
の
夫
の
父
の
祭
祀
に
は
無
関
心
で
あ
る
。
手
伝
い
に
行
く
こ
と
も
要
求
が
な

け
れ
ば
行
か
な
い
。
逆
に
手
伝
う
べ
き
女
性
が
来
な
け
れ
ば
し
こ
り
が
残
る
。
一
方
、

生
産
活
動
に
関
し
て
は
、
兄
弟
以
外
そ
の
よ
う
な
義
務
感
も
な
い
。
た
だ
し
、
ど
の
場

合
も
、
依
頼
が
あ
れ
ば
「
情
」
と
し
て
断
る
こ
と
は
難
し
い
し
、
人
手
が
足
り
な
け
れ

ば
援
助
す
る
。
ま
た
、
近
親
の
間
で
は
、
頼
ま
れ
れ
ば
か
な
り
の
無
理
を
す
る
。
し
た

が
っ
て
依
頼
す
る
方
も
、
相
手
の
世
帯
の
状
況
、
負
担
も
考
慮
し
て
頼
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
近
年
は
、
過
疎
化
に
よ
っ
て
住
民
の
年
齢
が
拡
散
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
イ
ク

ル
の
相
違
、
家
計
に
お
け
る
生
業
の
位
置
の
相
違
な
ど
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

兄
弟
間
で
あ
っ
て
も
気
を
つ
か
う
。
Ｃ
島
で
は
稲
作
は
多
く
の
世
帯
が
自
給
自
足
の
た

め
に
、
機
械
化
よ
り
も
プ
マ
シ
に
よ
る
相
互
扶
助
が
互
い
に
効
率
的
で
あ
っ
た
た
め
維

持
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
際
の
労
力
の
確
保
は
親
し
い
友
達
と
と
も
に
近
親
が
核
と
な
る
。

一
方
、
朴
Ｊ
氏
が
船
の
買
い
換
え
の
た
め
大
金
を
借
入
し
た
の
は
、
商
売
で
や
や
余

裕
の
あ
る
姑
従
四
寸
（
図
２
の
12
）
と
妹
２
の
夫
か
ら
で
あ
る
。
誰
に
、
何
を
頼
め
る

か
と
い
う
こ
と
に
絶
え
ず
「
ヌ
ン
チ
（
気
配
り
）」
を
働
か
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。

Ｃ
　
妻
家
チ
プ
と
婚
家

シ
ヂ
プ

し
か
し
、
最
も
気
兼
ね
を
せ
ず
に
依
頼
者
の
意
向
が
反
映
さ
れ
る
の
は
、
婚
出
し
た

娘
に
よ
る
親
庭
へ
の
依
頼
で
あ
る
。
例
え
ば
、
船
員
が
家
族
内
に
い
な
い
朴
Ｊ
氏
は
、

同
甲
の
友
人
（
Ａ
と
Ｇ
類
型
の
人
）
以
外
に
、
妻
の
父
（
類
型
Ｈ
）、
妻
の
弟
に
頼
ん
で

い
る
。
妻
弟
は
、
ソ
ウ
ル
の
工
場
か
ら
給
金
が
低
い
と
い
っ
て
呼
び
戻
さ
れ
た
。
彼
ら

は
人
手
が
確
保
で
き
ず
、
苦
肉
の
策
と
し
て
か
な
り
無
理
を
し
て
頼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

韓
国
で
は
「
査
頓
（
姻
戚
）
と
便
所
は
遠
い
程
良
い
」
と
い
わ
れ
、
姻
族
は
遠
く
に
い

て
干
渉
し
な
い
こ
と
が
良
い
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
Ｃ
島
で
は
生
産
活
動
に
関
し
て
は
、

妻
家
チ
ョ
ガ

チ
プ
（
妻
の
実
家
）
が
労
働
奉
仕
す
る
事
例
も
多
く
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
妻
家

チ
プ
が
娘
の
婚
家
シ
ヂ
プ

を
扶
助
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
逆
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
に
妻
家
チ
プ
が
娘
の
シ
ヂ
プ
に
援
助
を
し
て
い
る
事
例
は
、
妻
家
チ
プ

あ
る
い
は
、
婚
家
の
ど
ち
ら
か
が
、
親
族
関
係
が
希
薄
な
場
合
が
多
か
っ
た
。

例
え
ば
片
Ｃ
氏
は
、
片
家
の
一
員
で
は
あ
る
が
、
片
家
の
成
員
と
は
日
常
ほ
と
ん
ど

交
流
は
な
い
。
両
親
は
他
地
へ
移
住
し
て
お
り
、
最
も
近
い
父
系
親
は
一
四
寸
に
な
る
。

一
方
彼
の
漁
業
は
同
居
す
る
未
婚
の
弟
が
船
員
に
な
る
が
、
乾
燥
作
業
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
の
は
妻
家
チ
プ
の
両
親
た
ち
で
あ
る
。
妻
の
両
親
も
未
婚
の
息
子
と
暮
ら
し
て
い

た
と
き
は
、
息
子
と
と
も
に
漁
を
行
っ
て
い
た
が
、
息
子
が
島
を
出
る
と
娘
の
も
と
に

き
て
作
業
を
手
伝
う
。

ま
た
、
現
在
独
居
世
帯
と
な
っ
た
女
性
も
娘
の
嫁
ぎ
先
で
シ
ル
チ
の
乾
燥
作
業
を
手

伝
っ
て
い
た
。
娘
婿
は
、
八
寸
内
の
親
族
が
集
中
し
て
い
る
朴
氏
で
、
兄
も
い
る
が
、

兄
の
世
帯
も
同
業
者
で
、
共
同
作
業
を
す
る
こ
と
は
な
く
各
々
に
操
業
し
て
い
る
。
娘

の
婚
家
に
は
舅
姑
も
お
り
、
漁
撈
の
作
業
以
外
に
日
常
的
に
母
が
娘
を
訪
ね
る
こ
と
は

な
い
。
し
か
し
、
姑
た
ち
が
い
な
け
れ
ば
、
特
に
未
亡
人
な
ど
は
、
遊
び
に
行
っ
た
り
、

食
事
を
す
る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
。
娘
婿
と
の
相
性
も
あ
る
が
、
婿
が
丈
母
に
よ
く
す

る
こ
と
は
、
娘
に
代
わ
る
孝
と
し
て
期
待
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
Ｃ
島
の
葬
儀
で
は
、
野

辺
送
り
の
際
に
何
度
も
棺
の
運
搬
を
止
め
て
、
故
人
の
親
族
に
運
搬
者
た
ち
（
島
で
は
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女
性
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
を
中
心
に
―
（
鈴
木
）

青
年
会
）
が
金
銭
を
要
求
す
る
遊
び
を
行
う
。
あ
る
葬
儀
で
は
、
ソ
ウ
ル
か
ら
き
た
男

性
が
お
金
を
請
求
さ
れ
る
と
「
俺
は
甥
だ
。
婿
が
い
る
の
だ
か
ら
、
婿
に
出
さ
せ
ろ
」

と
叫
ん
で
い
た
。
婚
出
し
た
女
性
の
夫
も
、
妻
の
両
親
に
貢
献
す
る
こ
と
を
周
囲
の
人

間
か
ら
は
当
然
と
思
わ
れ
て
い
た
。
あ
る
息
子
の
い
な
い
老
人
夫
婦
の
も
と
に
は
、
婿

か
ら
使
え
と
い
っ
て
七
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
送
金
し
て
き
た
と
い
う
。
過
度
の
妻
家
へ
の
支

出
は
、
舅
姑
の
い
る
場
合
に
は
摩
擦
に
も
な
る
が
、
婿
の
存
在
は
、
韓
国
社
会
に
お
い

て
は
意
外
に
大
き
い
。

Ｄ
　
妻
家

チ
ョ
ガ

サ
リ

先
の
朴
Ｊ
家
の
忌
祭
祀
の
参
加
者
で
、
漁
業
の
作
業
に
参
加
す
る
の
は
姑
母
２
以
外

に
は
、
婚
出
し
た
四
寸
ヌ
ナ
、
図
２
の
７
で
、
時
に
は
そ
の
夫
８
も
加
わ
る
。
た
だ
し
、

彼
ら
の
場
合
は
定
期
的
に
雇
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
８
が
病
弱
な
た
め
、
朴
家
で
の
労

働
も
彼
ら
に
は
重
要
な
収
入
源
で
あ
る
。
朴
Ｊ
家
に
と
っ
て
も
、
他
者
よ
り
確
実
に
確

保
で
き
る
人
材
と
し
て
、
７
、
８
と
は
相
互
依
存
的
な
関
係
に
あ
る
。
８
に
は
Ｃ
島
に

全
く
親
族
が
お
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
妻
家
サ
リ
で
あ
る
。
妻
家
サ
リ
と
は
、
自
ら
の
父
系

親
族
が
多
く
居
住
す
る
ム
ラ
を
離
れ
て
、
妻
方
の
親
庭
が
あ
る
ム
ラ
に
居
住
す
る
こ
と

で
あ
り
女
性
か
ら
言
え
ば
、
親
庭
の
ム
ラ
に
戻
る
こ
と
で
あ
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、

現
在
居
住
す
る
妻
家
サ
リ
の
世
帯
は
、
土
地
の
所
有
状
況
か
ら
言
え
ば
、
特
に
優
遇
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
も
な
く
、
生
活
の
レ
ベ
ル
も
そ
れ
程
高
い
方
で
は
な
い
。
し
か
し
、

従
姉
は
朴
Ｊ
氏
の
妹
２
と
も
親
し
く
、
２
の
も
つ
同
婚
ト
ン
ソ

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
組

み
込
ま
れ
て
も
い
る
。
８
に
と
っ
て
妻
の
親
庭
の
役
割
を
す
る
朴
家
と
の
関
係
は
、
５

と
朴
Ｊ
氏
と
の
間
よ
り
も
親
し
い
。
妻
家
サ
リ
は
、
夫
に
と
っ
て
は
孤
独
な
も
の
で
も

あ
る
が
、
妻
家
チ
プ
か
ら
婚
家
へ
の
援
助
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
父
系
の
近
親
よ
り
も

時
に
は
妻
の
実
家
が
確
実
な
助
け
に
な
る
。

四
　
拡
大
す
る
「
女
の
世
界
」

ー
女
性
か
ら
見
た
親
族
ー

労
働
力
も
友
人
関
係
や
雇
用
者
で
す
む
場
合
に
は
、
妻
方
の
親
族
に
頼
る
こ
と
は
な

る
べ
く
避
け
ら
れ
る
。
船
で
忙
し
く
危
険
を
伴
う
中
で
、
丈
人
（
義
父
）
に
対
し
て
、

声
を
荒
げ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
村
内
婚
の
全
く
な
い
村
落
で
は
、「
親
族
間
の

プ
マ
シ
は
、
非
常
に
近
い
関
係
を
除
い
て
は
、
プ
マ
シ
の
相
手
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、

む
し
ろ
友
人
関
係
や
近
隣
関
係
の
変
数
が
重
要
に
な
る
」
と
し
て
い
る
が
（
金
周
姫
一

九
九
二
）、
調
査
地
で
は
、
近
隣
関
係
よ
り
は
友
人
関
係
か
女
性
を
媒
介
と
し
て
展
開
さ

れ
る
親
族
関
係
が
優
先
さ
れ
る
。
ま
た
、
金
周
姫
も
先
の
よ
う
な
関
係
は
、
女
性
に
は

当
て
は
ま
ら
ず
、（
夫
方
の
村
落
に
居
住
す
る
）
女
性
は
、「
友
人
」
と
い
う
言
葉
を
あ

ま
り
口
に
し
な
い
と
い
う
。
Ｃ
島
の
中
で
は
、
親
族
関
係
か
ら
無
縁
な
友
人
関
係
も
多

く
み
ら
れ
る
が
、
情
に
よ
る
親
し
い
友
人
と
日
常
に
お
け
る
相
互
扶
助
の
相
手
は
、
女

性
の
場
合
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
韓
国
の
村
落
は
、
契ケ
イ

と
い
う
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
が
あ
る
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。
契
は
、
日
本
の
講
の
よ
う
な
互
助
組
織
で
あ
り
、
親
睦
組
織
で
も
あ

る
。
幾
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
が
、
婚
姻
契
、
あ
る
い
は
喪
布
サ
ン
ポ

契
な
ど
と
い
わ

れ
る
冠
婚
葬
祭
の
際
の
相
互
扶
助
を
目
的
と
す
る
も
の
、
親
睦
契
、
親
友
契
、
同
甲
ト
ン
ガ
プ

契

と
い
わ
れ
る
親
睦
を
目
的
と
す
る
契
、
米サ
ル

契
な
ど
と
い
わ
れ
利
殖
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
る
も
の
な
ど
様
々
で
あ
る
。
何
人
か
が
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
月
に
一
回
あ
る
い
は
数

ヶ
月
に
一
回
、
定
期
的
に
い
く
ら
か
の
契
費
を
持
参
し
て
集
ま
り
、
目
的
の
た
め
に
貯

蓄
す
る
。
当
日
は
共
食
を
し
た
り
親
睦
を
深
め
る
も
の
も
多
い
。
父
系
親
族
集
団
が
族

外
集
団
に
対
し
て
排
他
的
、
潜
在
的
緊
張
関
係
を
生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
の
に
対
し
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て
、
契
は
水
平
的
な
村
落
統
合
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
異
世
代
間
の
緊
張
を
も
緩

和
す
る
機
能
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
伊
藤
亜
人
一
九
七
七:297

）。
一
方
、
重
松
真
由
美

（
一
九
八
〇
）
が
調
査
し
た
常
班
意
識
の
強
い
京
畿
道
の
村
落
で
は
、
女
性
も
男
性
と
同

じ
よ
う
な
同
姓
意
識
が
強
く
全
体
の
親
睦
契
が
成
立
し
な
い
村
で
あ
っ
た
り
、
全
羅
道

の
同
じ
く
同
族
村
落
を
調
査
し
た
金
眞
明
（
一
九
九
三
）
は
、
男
性
達
が
同
じ
氏
族
で

あ
っ
て
も
祖
先
の
身
分
関
係
に
よ
っ
て
分
裂
し
て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
は
ほ
ぼ
全
員

が
同
一
の
契
に
参
加
し
、
事
例
村
で
は
女
性
が
統
合
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
。

契
の
組
織
の
在
り
方
は
、
村
落
構
造
に
よ
っ
て
差
異
が
生
じ
る
と
伴
に
、
男
女
に
よ
る

差
異
も
見
ら
れ
る
。
Ｃ
島
の
中
で
は
、
男
性
達
の
親
睦
契
は
、
全
く
異
姓
の
同
年
齢
者

で
構
成
さ
れ
る
同
甲
契
、
親
睦

契
が
あ
る
一
方
で
、
女
性
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
る
親
睦
契
は
、

年
齢
層
も
広
く
、
姉
妹
、
ト
ン

ソ
や
コ
モ
、
シ
ヌ
イ
・
オ
ル
ケ

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
女
の
世
界
」

（
重
松
一
九
八
〇
）
を
媒
介
と

し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
も

多
い
。

図
３
は
、
女
性
に
よ
る
「
親

友
契
」
と
い
う
親
睦
契
を
形
成

す
る
主
た
る
メ
ン
バ
ー
を
親
族

関
係
か
ら
著
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
四
人
の
女
性
が

加
わ
っ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど

が
朴
家
に
婚
入
し
た
女
性
あ
る
い
は
、
朴
家
か
ら
婚
出
し
た
女
性
が
中
心
と
な
る
い
く

つ
か
の
グ
ル
ー
プ
が
結
合
し
て
で
き
て
い
る
。
ま
た
、「
親
友
契
」
と
い
っ
て
も
そ
の
年

齢
は
、
四
〇
歳
〜
五
一
歳
と
か
な
り
広
く
、
こ
の
年
齢
層
で
契
に
加
入
し
て
い
な
い
人

は
、
村
内
に
一
五
人
お
り
片
家
や
他
姓
が
多
く
、
朴
家
に
婚
入
し
た
人
は
い
な
い
。
片

家
の
女
性
達
が
中
心
と
な
っ
た
別
の
同
甲
契
（
三
〇
歳
〜
四
九
歳
）
も
あ
る
。
こ
れ
ら

の
契
か
ら
み
る
と
、
女
性
達
は
男
性
と
同
様
、
極
年
齢
の
近
い
友
人
を
も
つ
こ
と
も
あ

る
が
、「
男
に
と
っ
て
の
親
し
い
友
人
が
い
と
こ
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
の
と
同
様
に
、

夫
の
チ
バ
ン
の
中
に
友
人
や
遊
び
仲
間
（
マ
シ
ル
ク
ン
）
を
見
い
だ
す
こ
と
も
多
い
の

で
あ
る
。

ま
た
、
男
性
た
ち
に
よ
る

契
、
あ
る
い
は
先
の
プ
マ
シ

も
そ
の
女
性
を
媒
介
に
い
く

つ
か
の
親
族
・
姻
族
が
結
び

つ
い
て
形
成
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
図
４

は
、
片
家
の
人
々
の
「
同
志
ト
ン
ジ

間カ
ン

契
」
で
あ
る
。
近
年
親
族

が
減
少
し
た
た
め
、
も
っ
と

親
睦
を
深
め
よ
う
と
一
二
年

前
に
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
本
来

は
片
家
で
な
い
も
の
も
含
ま

れ
て
い
る
。
７
は
６
と
異
父

兄
弟
で
あ
り
、
母
が
片
家
の

1 2 3 4 5

6 7 8

が参加者�
斜線は故人�

図３　親友契�

= =

=

= =

= = =

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

は参加者� は婚出者�←�
斜線は故人�

図４　片家のトンジカン契�
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夫
が
死
亡
後
再
婚
し
た
金
家
で
あ
る
が
、
７
の
父
親
も
早
く
に
亡
く
な
り
片
家
の
一
員

と
し
て
日
常
も
親
し
い
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い
る
。
８
の
母
は
６
・
７
の
母
親
の
シ
ヌ

イ
（
夫
の
妹
）
に
あ
た
り
、
離
婚
後
８
を
連
れ
て
親
族
の
多
い
ム
ラ
に
戻
っ
て
き
た
。

夫
の
異
父
兄
弟
も
い
る
が
、
６
・
７
の
母
を
介
し
た
関
係
か
ら
日
常
生
活
、
ま
た
契
な

ど
も
片
家
の
メ
ン
バ
ー
と
の
方
が
親
し
い
。
３
は
非
主
流
の
朴
家
で
母
親
が
、
４
〜
９

の
姑
母
で
あ
る
。
３
か
ら
言
え
ば
母
方
の
親
族
（
主
に
い
と
こ
）
と
の
親
睦
会
に
参
加

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
五
寸
の
叔
父
は
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
で
あ
り
祭
祀
を
共
同
で
お

こ
な
う
こ
と
も
な
く
、
日
常
の
往
来
も
母
系
の
片
家
の
同
年
齢
の
親
族
と
の
つ
き
あ
い

が
多
い
。
ま
た
、
１
・
３
・
４
・
６
〜
９
は
普
段
か
ら
往
来
も
多
く
、
こ
の
婦
人
達
の

何
人
か
で
先
に
ふ
れ
た
同
甲
契
も
作
っ
て
い
る
。
ま
た
、
１
の
プ
マ
シ
に
は
７
〜
９
と

更
に
９
の
妻
弟
、
７
の
妻
（
図
２
の
２
）
の
従
姉
（
図
２
の
７
）
も
含
ま
れ
、
兄
嫁

（
図
４
の
２
）
の
弟
が
更
に
加
わ
っ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
普
段
密
接
な
メ
ン
バ
ー
が
、

重
な
り
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
く
つ
も
の
契
を
形
成
す
る
こ
と
が
多
い
が
（
伊
藤
亜
人
一

九
七
七
参
照
）、
Ｃ
島
で
は
プ
マ
シ
も
同
様
で
あ
る
。
あ
る
一
グ
ル
ー
プ
あ
る
い
は
、
一

組
の
メ
ン
バ
ー
が
い
く
つ
か
の
同
じ
契
や
プ
マ
シ
に
参
加
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で

あ
る
。
Ｃ
島
で
は
、
片
家
の
グ
ル
ー
プ
や
図
３
の
３
・
６
・
７
・
８
は
、
６
・
７
の
姉

妹
が
中
心
と
な
っ
て
６
の
シ
ヌ
イ
で
あ
る
３
の
世
帯
、
弟
の
未
亡
人
で
あ
る
８
や
夫
の

小
家
チ
ャ
グ
ン
チ
プと
プ
マ
シ
や
契
を
組
む
こ
と
が
多
い
。
６
・
７
の
夫
は
島
に
は
近
親
が
少
な
く
、

夫
同
士
の
年
齢
も
近
い
こ
と
が
反
復
的
な
関
係
を
生
み
出
し
て
い
る
要
因
と
も
思
わ
れ
る
。

図
４
の
片
家
後
孫
派
に
対
し
て
直
孫
派
に
属
し
、
先
の
グ
ル
ー
プ
と
は
時
祭
も
別
で

日
常
の
つ
き
あ
い
も
な
い
片
Ｙ
氏
（
五
九
歳
）
の
プ
マ
シ
に
は
、
寸
数
は
離
れ
て
い
る

が
同
じ
直
孫
派
の
若
者
二
名
と
、
妻
方
の
甥
（
朴
家
）
と
そ
の
甥
の
普
段
仲
の
良
い
チ

バ
ン
か
ら
五
人
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｃ
島
で
は
女
性
達
は
、
婚
家
・
親
庭
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
を
駆
使
し
て

日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
確
保
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
夫
の
親
族
に
お
け
る
同
婿
を

越
え
た
婚
入
者
た
ち
の
連
携
は
、
父
系
親
族
の
密
度
が
薄
い
姜
家
で
は
あ
ま
り
み
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
、
男
た
ち
の
関
係
も
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
女
性
達
は

い
く
つ
か
の
姓
氏
の
男
性
た
ち
を
結
び
つ
け
る
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
主

に
婚
出
し
た
シ
ヌ
イ
（
夫
の
姉
妹
）
で
あ
り
、
図
２
の
朴
Ｊ
氏
の
妹
２
の
よ
う
に
、
子

ど
も
達
か
ら
見
た
姑
母
を
媒
介
と
し
た
も
の
が
多
い
。

Ｃ
島
で
は
還
暦
を
迎
え
た
人
が
、
亡
き
両
親
の
変
わ
り
に
姑
母
を
す
わ
ら
せ
て
大
礼

を
す
る
場
面
や
、
婿
が
名
節
の
あ
い
さ
つ
に
来
て
、
丈
母
（
妻
の
母
）
で
あ
る
自
分
を

差
し
置
き
先
に
姑
母
の
家
へ
行
っ
た
と
立
腹
し
て
い
る
女
性
の
言
説
か
ら
も
、
姑
母
が

重
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
子
ど
も
時
分
に
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
た
姑

母
の
存
在
は
イ
モ
（
母
親
の
姉
妹
）
よ
り
も
大
き
い
。
た
だ
し
、
後
の
事
例
か
ら
み
る

と
感
情
的
に
は
、
姉
妹
の
つ
な
が
り
は
男
兄
弟
以
上
に
大
き
い
が
、
生
活
の
な
か
で
孝

の
実
践
と
し
て
、
兄
弟
の
い
る
実
家
へ
行
く
こ
と
に
比
べ
、
姉
妹
と
接
触
す
る
機
会
は
、

ム
ラ
社
会
に
お
い
て
は
更
に
制
限
さ
れ
、
結
果
的
に
顕
在
化
し
て
い
な
い
だ
け
か
も
し

れ
な
い
。
ま
た
、
Ｃ
島
で
は
村
内
婚
が
多
か
っ
た
が
、
姉
妹
が
と
も
に
村
内
に
嫁
い
で

い
た
の
は
、
図
３
の
６
、
７
の
一
例
の
み
で
あ
っ
た
。

一
方
、
夫
系
親
の
な
か
で
ミ
ョ
ヌ
リ
（
嫁
）
が
舅
姑
と
と
も
に
最
も
気
を
使
う
の
が
、

夫
の
姉
妹

シ

ヌ

イ

で
あ
る
。
近
年
の
農
村
社
会
で
は
、
生
業
に
お
け
る
女
性
の
労
働
時
間
が
増

長
し
、
姑
婦
関
係
の
葛
藤
は
協
力
関
係
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
趙
玉
羅
一

九
九
三
）。
Ｃ
島
で
も
三
〇
〜
四
〇
代
の
嫁
達
が
外
の
仕
事
を
す
る
の
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

の
は
姑
た
ち
で
あ
っ
た
。
嫁
不
足
も
あ
っ
て
姑
達
も
嫁
に
は
気
を
つ
か
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
シ
ヌ
イ
と
オ
ル
ケ
（
兄
弟
の
妻
）
の
関
係
に
は
依
然
緊
張
感
が
あ
っ
た
。
儒
教

の
規
範
の
き
び
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
嫁
で
あ
る
オ
ル
ケ
は
、
義
弟
や
義
妹
に
も
敬
語
を

使
う
。
ム
ラ
で
は
日
常
は
一
般
的
な
年
齢
の
秩
序
に
よ
っ
て
敬
語
は
使
用
さ
れ
た
が
、
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特
に
オ
ル
ケ
は
シ
ヌ
イ
に
対
し
て
気
を
つ
か
う
。
島
で
は
、
シ
ヌ
イ
・
オ
ル
ケ
は
国
民

学
校
（
小
学
校
）
の
と
き
に
、
先
輩
・
後
輩
で
あ
っ
た
り
、
遊
び
友
だ
ち
で
あ
っ
た
可

能
性
も
大
き
い
。
韓
国
で
は
一
般
に
他
人
で
あ
っ
て
も
親
し
く
な
る
と
年
長
の
も
の
を

「
オ
ン
ニ
（
お
姉
さ
ん
）」
と
呼
び
、
年
長
者
も
年
下
の
者
の
世
話
を
や
い
た
り
し
て
親

し
み
の
あ
る
関
係
を
作
ろ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
村
の
女
性
た
ち
は
、
お
互
い
が
シ
ヌ

イ
と
オ
ル
ケ
の
関
係
に
な
る
と
そ
の
よ
う
な
親
し
い
関
係
を
意
識
的
に
や
め
て
、
秩
序

を
た
も
つ
と
い
う
。
シ
ヌ
イ
は
特
に
親
が
存
命
中
は
、
親
が
良
く
世
話
を
さ
れ
て
い
る

か
と
か
実
家
の
様
子
を
監
視
す
る
よ
う
な
存
在
で
も
あ
り
、
オ
ル
ケ
が
特
に
そ
の
よ
う

な
存
在
と
し
て
意
識
す
る
。
一
方
、
オ
ル
ケ
が
兄
嫁
の
場
合
は
、
婚
出
し
た
女
性
（
シ

ヌ
イ
）
に
と
っ
て
は
両
親
の
亡
き
あ
と
親
代
わ
り
の
よ
う
な
役
割
も
す
る
（
重
松
真
由

美
一
九
八
〇
）。
ま
た
、
年
齢
を
重
ね
る
と
親
し
い
関
係
と
し
て
幼
い
頃
の
友
人
関
係
に

か
わ
っ
て
「
マ
シ
ル
」
の
仲
間
に
も
な
る
。
特
に
大
家
族
制
の
中
で
長
年
過
ご
し
た
高

齢
の
オ
ル
ケ
と
シ
ヌ
イ
に
は
、
そ
の

よ
う
な
傾
向
が
強
い
。

こ
の
よ
う
に
、
女
達
は
、
時
に
は

婚
家
で
、
時
に
は
実
家
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
ふ
る
に
展
開
し
な
が
ら
生
活

し
て
い
た
。
図
５
の
お
婆
さ
ん

ハ

ル

モ

ニ

（eg
o

）
は
、
夫
が
亡
く
な
り
一
人
暮

ら
し
と
な
る
。
本
人
も
他
地
出
身
で
、

夫
の
父
系
親
族
は
す
で
に
す
べ
て
他

地
へ
出
て
い
な
い
。
夫
の
葬
式
は
、

他
地
に
婚
出
し
た
娘
の
婿
た
ち
が
準

備
し
た
。
一
方
、
商
売
を
し
て
い
た

店
の
片
づ
け
か
ら
す
べ
て
の
事
後
処
理
を
し
て
く
れ
た
の
は
、
ハ
ル
モ
ニ
の
「
姨
母
７

（
母
の
姉
妹
）
の
家
８
」
と
、「
姑
シ
オ
モ
ニの
親
庭

チ
ン
ジ
ョ
ン
」
で
あ
る
「
姑
１
の
甥
の
妻

チ
ョ
ッ
カ
ミ
ョ
ヌ
リ３
」
だ
と
い
う
。

「
一
家
イ
ル
ガ

」
だ
か
ら
と
い
っ
て
４
が
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
一
般
に
、「
一
家
」
と
い
え
ば
、

男
性
に
と
っ
て
は
父
系
親
族
集
団
を
さ
す
が
、
女
性
に
と
っ
て
は
、
父
系
・
母
系
・
夫

系
あ
ら
ゆ
る
関
係
を
含
め
る
。
ま
た
、
ハ
ル
モ
ニ
の
言
説
に
象
徴
的
な
よ
う
に
、
女
性

を
と
り
ま
く
社
会
関
係
は
、
夫
方
で
あ
れ
、
親
庭
の
関
係
で
あ
れ
、
女
の
系
譜
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
る
。
姨
母
の
家
は
、
本
人
に
と
っ
て
は
「
姨
從
四
寸
の
家
」
で
あ
り
、

姑
の
甥
の
家
で
あ
る
と
同
時
に
「
夫
の
外
四
寸
」
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
女
性
に
と
っ

て
は
、
姨
母
イ

モ

や
姑
を
通
し
て
培
わ
れ
た
関
係
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

本
稿
の
事
例
村
は
、
他
村
に
比
べ
て
例
外
的
に
村
内
婚
が
多
い
た
め
、
す
ぐ
に
一
般

化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
代
社
会
で
も
姑
母
、
す
な
わ
ち
、
男
性
が
自

ら
の
姉
妹
に
子
ど
も
を
預
け
て
夫
婦
で
留
学
し
て
い
た
り
、
都
市
で
も
姉
妹
の
夫
同
士

が
「
同
婿
契

ト
ン
ソ
ケ
ー

」
を
作
っ
て
よ
く
集
ま
る
と
い
う
友
人
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
女
性
を
媒
介
に
し
た
関
係
は
、
日
常
生
活
の
中
で
も
散
見
さ
れ
、
女
性
を
中

心
に
記
述
す
る
こ
と
で
、
異
な
る
社
会
関
係
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
思

う
。こ

れ
ま
で
の
韓
国
の
女
性
は
、「
出
嫁
外
人
」
と
し
て
の
父
系
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
た

側
面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
儀
礼
に
お
け
る
男
女
が
注
目
さ
れ
、
祖
先
祭
祀

集
団
の
周
辺
に
い
る
女
性
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｃ
島
の

村
落
の
な
か
で
は
、
女
性
は
、
儒
教
的
な
規
範
の
な
か
で
も
男
性
以
上
に
広
い
社
会
関

係
を
構
築
し
、
労
働
力
を
集
約
す
る
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
た
。
労
働
力
は
近
代
社
会
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女
性
か
ら
み
た
親
族
　
―
韓
国
漁
村
の
人
口
減
少
化
に
お
け
る
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
を
中
心
に
―
（
鈴
木
）

の
家
事
労
働
の
よ
う
に
、
金
銭
に
は
換
算
さ
れ
ず
、
社
会
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
少

な
い
が
、
生
活
の
中
で
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
ま
た
、
老
人
世
帯
や
労
力

の
少
な
い
世
帯
は
、
女
性
の
連
帯
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
過

疎
化
の
中
で
の
ム
ラ
の
解
体
の
様
子
を
み
る
と
、
父
系
親
族
の
み
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
よ
り
、
母
系
・
妻
系
の
関
係
が
あ
る
Ｃ
島
は
他
村
に
比
べ
て
養
殖
漁
業
な
ど

の
権
利
の
分
配
に
お
い
て
、
モ
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
的
な
側
面
が
強
い
よ
う
に
み
え
る
。

韓
国
村
落
社
会
の
過
疎
化
の
様
態
に
関
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
今
後
も
注
目

し
て
い
き
た
い
。

（
注
１
）
一
九
九
一
年
の
家
族
法
改
正
に
よ
り
、
長
男
の
戸
籍
上
分
離
・
独
立
、
他
家
へ

の
養
子
が
可
能
と
な
り
、
相
続
も
既
婚
、
未
婚
、
男
女
を
問
わ
ず
平
等
と
な
っ
た
。

（
注
２
）
例
え
ば
嶋
の
調
査
し
た
全
羅
道
の
農
村
で
は
、
七
四
年
か
ら
九
〇
年
の
一
六
年

間
で
、
戸
数
に
し
て
二
五
％
、
人
口
で
六
〇
％
減
、
朝
倉
の
離
島
農
村
は
、
世
帯
数
で

二
〇
％
、
人
口
に
し
て
四
四
％
減(

朝
倉
敏
夫
・
嶋
睦
彦
編
一
九
九
八
）、
筆
者
が
調
査
し

た
東
海
の
漁
村
で
は
、
世
帯
数
三
〇
％
、
人
口
は
七
四
％
減
少
し
て
い
る
。

生
業
に
関
し
て
は
、
拙
稿
（
一
九
九
八
）
に
お
い
て
詳
述
し
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿

で
は
、
紙
面
の
関
係
上
社
会
関
係
の
み
に
焦
点
を
あ
て
た
た
め
、
拙
稿
も
参
照
し
て
い

た
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
注
３
）
船
を
息
子
と
同
船
し
て
い
る
男
性
は
、
引
退
す
る
理
由
に
、
息
子
が
船
で
た
ば

こ
も
吸
え
な
い
の
で
は
気
の
毒
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
親
族
の
祖
先
祭

祀
の
直
な
お
ら
いに
招
待
さ
れ
て
い
て
、
父
親
が
現
れ
た
途
端
、
そ
そ
く
さ
と
他
の
部
屋
へ
移
る

息
子
の
姿
な
ど
、
父
子
間
に
お
け
る
緊
張
関
係
も
強
い
。
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